
　
序
言

　
山
田
方
谷
（
一
八
〇
五
～
一
八
七
七
）
は
幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
経
世
家
で
、
備
中
松
山
藩
に
お
い
て
藩
主
・
板
倉
勝か

つ

静き
よ

（
一
八
二
三
～
一
八
八
九
）
の
も
と
藩
政
改
革
を
断
行
、
財
政
を
再
建
し
た
こ
と
で
名
高
い
が
、
自
他
共
に
認
め
る
陽
明
学
者

で
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
方
谷
が
「
王
學
」
の
名
で
説
く
陽
明
学
は
、
既
存
の
枠
組
み
に
収
ま
り
き
れ
ぬ
独
特
な
も
の
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
特
異
性
が
当
時
の
陽
明
学
者
た
ち
の
反
発
を
招
い
た
こ
と
も
あ
っ
た（

１
）。

筆
者
は
陽
明
学
を
中
核

と
す
る
方
谷
の
思
惟
構
造
の
解
明
を
課
題
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
そ
の
詩
に
注
目
す
る
。

　

方
谷
は
七
三
年
に
わ
た
る
生
涯
の
な
か
で
一
〇
五
六
首
と
も
い
わ
れ
る
詩
を
作
っ
た（

２
）。

そ
の
題
材
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

就
中
、
自
身
の
思
索
を
練
っ
た
り
、
門
人
た
ち
に
深
い
哲
理
を
示
し
た
り
し
た
「
思
想
詩
」
と
も
称
さ
れ
う
る
作
品
群
が
存

在
し（

３
）、

方
谷
思
想
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
の
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
本
稿
で
は
『
山
田
方
谷
全
集（

４
）』

漢
詩
編

三
九
二
頁
に
収
録
さ
れ
る「
冬
編
農
兵
作
」（
冬
に
農
兵
を
編
す
る
作
）と
題
さ
れ
る
三
首
か
ら
な
る
連
作
詩（
以
下「
主
題
詩
」）
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を
取
り
上
げ
、
そ
の
読
解
を
試
み
る
。
次
に
掲
げ
る
の
が
そ
の
原
文
で
あ
る
。

　　
　
冬
編
農
兵
作
。
三
首

　
　
朱
明
三
將
悉
吾
師
、
獨
有
南
塘
迹
可
追
。

　
　
妙
用
更
求
形
迹
外
、
愈
推
正
氣
王
良
知
。

　
　
戚
書
糟
粕
我
何
嘗
、
抛
却
狼
筅
與
牌
槍
。

　
　
鳥
銃
十
門
同
進
止
、
仳
儷
抵
死
亦
鴛
鴦
。

　
　
殺
了
一
尾
又
一
尾
、
浙
東
戰
勝
有
明
徴
。

　
　
能
持
此
法
驅
烏
合
、
變
弱
何
難
鳩
化
鷹
。

　
詩
題
の
と
お
り
、
主
題
詩
は
農
兵
編
制
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
つ
と
に
朝
森
要
氏
が
松
山
藩
の
農
兵
制
を
論
じ
た
段
で
、

　

 　
…
…
で
は
方
谷
は
農
兵
と
い
う
構
想
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
方
谷
の
西
洋
兵
制
に
関
す
る
知
識
に
由

来
す
る
面
な
ど
も
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
基
本
的
に
は
、
明
朝
の
王
陽
明
の
事
蹟
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
そ
の
こ
と
は
、
方
谷
の
「
冬
編
農
兵
作
。
三
首
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
次
の
三
首
が
そ
れ
で
、
こ
れ
は
元
治
元
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年
（
一
八
六
四
）
の
作
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
年
、
松
山
藩
の
農
兵
制
が
一
応
整
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
に
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
る（

５
）。

　
と
述
べ
る
よ
う
に
、
其
一
の
結
句
に
「
王
良
知
」
と
あ
り
、
王
陽
明
（
一
四
七
二
～
一
五
二
九
）
の
名
や
陽
明
学
の
核
心
概

念
た
る
「
良
知
」
の
語
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、農
兵
編
制
と
陽
明
学
と
の
関
連
を
詠
じ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
で
は
、

陽
明
学
は
農
兵
編
制
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
、
主
題
詩
の
論
理
展
開
を
追
う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
の
よ
う
に
、

従
来
の
研
究
に
お
い
て
主
題
詩
は
「
難
解
」
と
さ
れ
、
そ
の
含
意
が
十
全
に
読
み
取
ら
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
こ
れ
を
読
解
・
分
析
し
、
こ
と
に
其
一
結
句
の
「
王
良
知
」
が
主
題
詩
に
い
か
に
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
闡
明
し
、

方
谷
陽
明
学
の
特
質
を
考
え
る
端
緒
と
し
た
い
。
ま
た
、
主
題
詩
に
は
方
谷
が
農
兵
を
構
想
し
た
際
に
模
範
と
し
た
「
朱
明
の

三
將
」
が
詠
み
込
ま
れ
、
其
二
・
其
三
に
は
そ
の
運
用
が
や
や
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
る
と
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
作
業
は
、
方

谷
が
松
山
藩
に
お
い
て
実
施
し
た
軍
制
改
革
を
考
え
る
に
つ
い
て
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
で
あ
る（

６
）。

　
以
下
、
第
一
節
で
主
題
詩
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
農
兵
や
作
詩
時
期
に
つ
い
て
考
え
た
う
え
で
、
第
二
節
以
降
で
各
々
の

詩
の
読
解
を
進
め
る
。

　
第
一
節
　
主
題
詩
の
背
景

　
幕
末
に
お
け
る
農
兵
と
は
、
兵
農
分
離
の
原
則
に
例
外
を
設
け
、
農
民
に
火
器
刀
剣
を
持
た
せ
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る
も

の
で
あ
る
。
兵
と
農
を
一
致
さ
せ
る
議
論
は
江
戸
前
期
か
ら
存
在
し
、
熊
沢
蕃
山
や
荻
生
徂
徠
ら
の
も
の
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
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れ
ら
は
武
士
を
城
下
か
ら
農
村
に
土
着
さ
せ
、
困
窮
化
や
風
俗
の
頽
廃
を
防
ぎ
、
士
風
を
作
振
さ
せ
、
併
せ
て
そ
の
地
区
の
治

安
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
兵
を
農
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
幕
末
に
議
論
さ
れ
、
実
際
に
多
く
の

藩
で
施
行
さ
れ
た
農
兵
制
は
、
農
を
兵
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
相
次
ぐ
異
国
船
の
来
航
や
不
安
定
な
国
情
か
ら

来
る
危
機
感
が
あ
っ
た（

７
）。

　
備
中
松
山
藩
に
お
い
て
農
兵
の
取
り
立
て
が
開
始
さ
れ
た
の
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
こ
と
で（

８
）、

方
谷
に
よ
る
軍
制
改

革
の
う
ち
最
も
注
目
さ
れ
る
事
柄
と
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
一
二
月
二
五
日
、
老
中
・
阿
部
正

弘
（
一
八
一
九
～
一
八
五
七
）
に
よ
っ
て
、諸
大
名
に
向
け
、度
重
な
る
異
国
船
通
過
等
を
踏
ま
え
て
海
防
の
強
化
を
指
示
す
る
、

い
わ
ゆ
る
御
国
恩
海
防
令
が
発
布
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は「
土
着
之
士
、農
兵
等
」の
採
用
が
提
案
さ
れ
、「
百
姓
は
百
姓
だ
け
、

町
人
は
町
人
だ
け
、
銘
々
持
寄
、
当
然
之
筋
を
以
力
を
尽
し
、
其
筋
之
御
奉
公
致
し
候
儀
、
是
二
百
年
来
昇
平
之
沢
に
浴
し
候

御
国
恩
を
報
ず
る
儀
と
、
厚
く
心
懸（

９
）」

と
、
い
わ
ば
挙
国
一
致
体
制
で
国
防
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
促
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
農
兵
の
創
設
は
幕
府
の
認
可
が
不
要
と
な
り
、
事
実
上
、
各
藩
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
松
山
藩
に
お
け

る
農
兵
創
設
は
そ
の
三
年
後
だ
が
、
そ
の
藩
領
は
飛
び
地
で
あ
っ
た
玉
島
を
除
い
て
海
に
面
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
目
的
は
「
年

譜
」
に
「
由
來
藩
封
山
間
ニ
僻
在
シ
、
東
西
數
里
ニ
過
ギ
ザ
レ
ド
モ
、
南
北
ハ
二
十
里
ニ
近
ク
、
有
事
ノ
日
ニ
ハ
封
境
ノ
守
備

ニ
苦
ム）

（1
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
国
内
の
騒
擾
に
備
え
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、松
山
藩
に
お
け
る
農
兵
は
い
か
な
る
組
織
で
あ
っ
た
の
か
。
前
引「
年
譜
」四
八
歳
条
に
よ
る
と「
里
正
隊
」と「
銃
隊
」

と
が
あ
り
、
前
者
は
「
里
正
」（
庄
屋
）
の
壮
者
を
選
び
、
銃
と
剣
の
訓
練
を
施
し
、
帯
刀
を
許
し
た
も
の
、
後
者
は
領
内
の

猟
師
と
壮
丁
を
集
め
て
編
制
し
、
庄
屋
に
教
導
さ
せ
、
銃
器
弾
薬
を
支
給
、「
西
洋
銃
陣
」
を
習
練
さ
せ
、
毎
年
一
回
、
必
ず

城
下
に
お
い
て
操
練
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
農
兵
組
織
が
い
か
ほ
ど
の
規
模
で
、
ま
た
、
使
用
さ
れ
た
銃
の
種
類
、
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そ
の
後
の
二
隊
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
は
史
乗
の
記
載
を
欠
く
。

　
そ
の
十
二
年
程
度
後
の
状
況
を
反
映
す
る
と
見
ら
れ
る
史
料
に
次
の
二
点
が
あ
る
。

　
（
１
）
進
鴻
渓
「
方
谷
先
生
遺
行
瑣
録
」
第
七
条
（『
全
集
』
二
三
七
四
頁
）

　
（
２
）
名
和
弥
三
郎
記
「
郷
兵
組
割
締
方
等
諸
事
録
」（『
哲
西
史
』
哲
西
史
編
集
委
員
会
、一
九
六
三
、一
二
七
～
一
三
〇
頁
）

　
（
１
）
は
方
谷
の
高
弟
・
進
鴻
渓）

（（
（

（
一
八
二
一
～
一
八
八
四
）
の
記
憶
す
る
農
兵
編
制
の
経
緯
や
概
要
の
記
録
、（
２
）
は
、

そ
の
区
域
の
大
部
分
が
松
山
藩
領
で
あ
っ
た
旧
哲
西
町
（
現
新
見
市
）
の
町
史
に
収
め
ら
れ
る
松
山
藩
の
農
兵
に
関
す
る
資
料

で
あ
る
。
い
ま
「
元
治
元
〔
甲
子
〕
年
十
二
月
廿
六
日
」
と
い
う
明
確
な
日
付
を
持
つ
（
２
）
を
主
に
用
い
、
組
織
の
概
要
を

確
認
す
る
。
そ
の
「
農
兵
組
分
」
に
よ
る
と
、
松
山
藩
の
農
兵
隊
は
西
北
、
西
南
、
西
、
東
、
東
北
、
東
南
、
野
山
西
北
・
宮
地
、

郊
兵
・
市
兵
の
八
組
か
ら
構
成
さ
れ
、（
１
）
に
よ
る
と
各
組
の
人
数
は
数
百
人
で
あ
る
。（
２
）
に
よ
る
と
、
野
山
西
北
・
宮

地
と
郊
兵
・
市
兵
を
除
く
六
組
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
農
兵
頭
、
大
締
り
、
小
締
り
、
大
締
り
か
小
締
り
に
よ
り
兼
務
さ
れ
る
平
日

調
練
教
導
方
の
役
職
が
置
か
れ
る
。
う
ち
、
農
兵
頭
に
は
進
鴻
渓
、
大
石
隼
雄
、
服
部
陽
輔
ら
方
谷
腹
心
の
松
山
藩
士
が
配
さ

れ
、
大
締
り
に
は
大
庄
屋
、
小
締
り
に
は
庄
屋
が
任
命
さ
れ
る）

（1
（

。（
１
）
に
よ
る
と
、
銃
器
や
衣
糧
は
す
べ
て
給
付
で
、
村
吏

の
熟
練
し
た
者
―
―
（
２
）
に
い
う
平
日
調
練
教
導
方
を
指
す
だ
ろ
う
―
―
が
月
に
二
、三
回
教
練
を
施
し
、
年
二
回
、
農
兵

頭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
こ
れ
を
試
し
、
三
年
に
一
回
、
藩
主
臨
席
の
も
と
、
城
下
に
お
い
て
操
練
を
実
施
し
た
。
嘉

永
五
年
段
階
の
「
里
正
隊
」
と
「
銃
隊
」
が
元
治
元
年
九
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
間
に
以
上
の
八
組
に
再
編
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
が）

（1
（

、
そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
操
練
の
形
式
が
「
西
洋
銃
陣
」
で
あ
る
こ
と
は
一
貫
し
て
い
る
。
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た
だ
問
題
な
の
は
、（
１
）
と
（
２
）
で
組
織
構
成
の
認
識
に
差
異
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。（
１
）
は
、
農
兵
は
「
鄕
兵
六
隊
」

と
「
市
兵
隊
」
か
ら
な
る
と
す
る
が
、（
２
）
で
は
、
前
述
の
と
お
り
八
組
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
ど
う
理
解
す
る
べ
き
か
。

ま
ず
「
市
兵
隊
」
は
、恐
ら
く
（
２
）
に
い
う
郊
兵
・
市
兵
組
と
同
一
で
あ
ろ
う
。「
市
兵
隊
」
は
農
兵
頭
が
置
か
れ
ず
、「
市
宰
」

が
こ
れ
を
兼
任
す
る
と
さ
れ
る
が
、（
２
）
の
郊
兵
・
市
兵
組
で
も
大
締
り
は
置
か
れ
る
も
の
の
、
や
は
り
農
兵
頭
は
置
か
れ

て
い
な
い
。
ま
た
（
２
）
の
、
野
山
西
北
・
宮
地
組
も
、
農
兵
頭
、
大
締
り
、
小
締
り
が
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
組
織
構
成
が
整
っ

て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、（
１
）
は
こ
れ
を
独
立
し
た
一
隊
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
野
山
西
北
・
宮
地
と
い
う
の
は
、
松
山
城
下
の
二
里
程
度
東
方
に
あ
っ
た
西
村
と
北
村
、
宮
地
村
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
一
帯
は
野
山
と
呼
ば
れ
、
軍
事
上
の
要
衝
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
農
民
の
離
散
が
相
次
ぎ
、
無
主
地
が
多
く
、
崩
壊
の
危

機
に
瀕
し
た
「
難
村
」
と
し
て
問
題
視
さ
れ
、
対
策
と
し
て
方
谷
が
藩
士
の
移
住
土
着
を
進
め
て
い
た
地
域
で
、
他
と
事
情
を

異
に
す
る）

（1
（

。
こ
う
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
農
兵
の
組
織
化
が
遅
れ
た
た
め
、（
１
）
は
こ
れ
を
認
知
せ
ず
、「
六
隊
」
と
し
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
よ
う
に
推
測
す
る
と
両
記
録
の
齟
齬
は
整
理
で
き
る
が
、
第
一
次
長
州
征
伐
に
野
山
地
区
か
ら
農
兵
一

小
隊
が
従
軍
し
た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
研
究
に
俟
ち
た
い
。

　

さ
て
、
主
題
詩
で
あ
る
が
、
前
引
の
と
お
り
、
朝
森
要
氏
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
方
谷
六
〇
歳
の
作
と
推
定
す
る
が
、

首
肯
で
き
る
。『
全
集
』
漢
詩
編
の
詩
を
全
訳
し
た
宮
原
信
『
全
訳
』
は
、「
漢
詩〔

マ
マ
〕

篇
の
編
集
方
法
」
は
「
制
作
年
代
順
に
配

列
す
る
と
い
う
や
り
方
を
忠
実
に
そ
し
て
厳
正
に
守
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
」（
五
〇
頁
）
と
指
摘
す
る
が
、
主
題
詩
の
一
つ
前

の
詩
は
「
元
治
甲
子
歳
、
我
が
公 

朝
旨
を
奉
じ
て
西
の
か
た
防
長
を
討
ち
、
十
一
月
哉
生
明
を
以
て
發
す
。
是
の
月
念
五
日
、

留
守
の
兵
馬
を
閲
し
畢
は
り
、
慨
然
と
し
て
賦
し
て
以
て
一
二
の
偏
裨
に
示
す
」
と
題
さ
れ
、
同
年
一
一
月
二
五
日
の
作
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
五
首
後
の
詩
は
「
乙
丑
元
旦 

例
歳 
用
ゐ
る
所
の
韻
を
歩ふ

む
〔
慶
應
元
年
〕」
と
題
す
る
。
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こ
の
こ
と
か
ら
、
主
題
詩
は
同
年
一
一
月
二
五
日
か
ら
一
二
月
末
ま
で
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
な
お
、
主
題
詩
部

分
は
『
全
集
』
編
纂
者
に
よ
る
手
書
き
の
元
原
稿
が
残
っ
て
お
り
、そ
こ
で
は
詩
題
が
「
甲
子
冬
編
二
農
兵
一
作
。
三
首
」
と
な
っ

て
お
り
、
ど
う
い
う
わ
け
か
「
甲
子
」
が
二
重
線
で
見
せ
消
ち
に
さ
れ
る
が
、「
甲
子
」
は
元
治
元
年
の
干
支
で
あ
る
。

　
主
題
詩
が
作
ら
れ
た
時
期
は
第
一
次
長
州
征
伐
の
さ
な
か
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
同
年
七
月
一
八
日
、
長
州
藩
は
京
都

を
守
る
会
津
・
薩
摩
ら
の
諸
藩
兵
と
京
都
で
交
戦
、
公
武
合
体
派
の
排
除
を
は
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
禁
門
の
変
を
起
こ
し
た
が
、

対
し
て
幕
府
は
同
月
二
三
日
、
長
州
追
討
の
勅
許
を
得
、
諸
藩
に
長
州
征
伐
を
命
じ
た
。
松
山
藩
主
・
板
倉
勝
静
は
山
陽
道
の

先
鋒
を
命
じ
ら
れ
、
一
一
月
二
日
、
先
手
備
五
一
六
人
が
広
島
に
向
け
出
発
、
翌
三
日
、
勝
静
率
い
る
旗
本
備
九
二
一
人
、
そ

の
翌
四
日
、
後
備
五
二
一
人
が
続
い
た）

（1
（

。
当
時
、
方
谷
は
長
瀬
に
退
隠
し
て
い
た
が
城
下
に
呼
び
戻
さ
れ
、
留
守
の
兵
権
を
委

任
さ
れ
た）

（1
（

。
こ
の
際
、
方
谷
は
農
兵
一
二
〇
〇
人
余
を
差
配
し
藩
境
の
守
備
に
当
て
た
が
、
主
題
詩
は
こ
の
物
々
し
い
時
期
に

賦
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
か
、
次
節
か
ら
読
解
と
分
析
に
入
る
。

　
第
二
節
　「
冬
編
農
兵
作
」
詩
其
一

　
『
全
集
』
漢
詩
編
収
録
の
方
谷
の
詩
に
は
す
で
に
宮
原
信
氏
に
よ
る
『
全
訳
』
が
あ
り
、
全
作
に
書
き
下
し
、
語
釈
、
通
釈

が
施
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
う
ち
、
主
題
詩
は
同
書
七
八
九
～
七
九
〇
頁
に
収
載
さ
れ
る
が
、
其
一
の
語
釈
冒
頭
に
「
こ
の
詩
は
難
解

で
あ
る
が
、
こ
こ
ろ
み
に
訳
す
」
と
断
ら
れ
、
確
証
の
な
い
ま
ま
に
訳
解
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
こ
で
本
節
か
ら
主

題
詩
に
つ
い
て
『
全
訳
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
つ
つ
、
順
に
読
み
解
い
て
い
く
。
ま
ず
其
一
か
ら
、
改
め
て
原
文
と
同
書
に
よ
る

書
き
下
し
を
掲
出
す
る
。
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朱
明
三
將
悉
吾
師
、 

朱
明
の
三
将
悉

こ
と
ご
とく

吾
が
師

　
　
獨
有
南
塘
迹
可
追
。 

独ひ
と
り南

塘
の
迹
追
う
べ
き
有
る
の
み

　
　
妙
用
更
求
形
迹
外
、 

妙
用
は
更
に
形
迹
の
外
に
求
め
ん

　
　
愈
推
正
氣
王
良
知
。 

愈い
よ
い
よ〻

推
す
正
気
と
王
の
良
知
と
を

　
こ
の
詩
の
第
一
の
問
題
は
、
冒
頭
の
「
朱
明
の
三
將
」
は
誰
を
指
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
朱
明
」
は
、『
全
訳
』
の
語

釈
に
「
中
国
の
明
王
朝
の
こ
と
」
と
い
う
と
お
り
で
、起
句
は
、明
朝
の
三
人
の
将
軍
は
す
べ
て
方
谷
に
と
り
農
兵
編
制
の
「
師
」

で
あ
る
と
の
意
だ
が
、
そ
の
「
三
將
」
に
つ
い
て
『
全
訳
』
は
「
だ
れ
と
だ
れ
を
い
う
か
未
詳
。
王
陽
明
が
、
そ
の
う
ち
の
一

人
で
あ
る
こ
と
は
、
結
句
に
よ
っ
て
わ
か
る
」
と
述
べ
る
。
陽
明
は
南
贛
巡
撫
時
代
、
官
兵
の
怯
弱
さ
に
辟
易
し
て
独
自
に
民

兵
を
組
織
し
、
調
練
を
加
え
、
股
肱
と
し
て
駆
使
す
る
こ
と
で
数
々
の
戦
功
を
立
て
て
お
り）

（1
（

、
こ
の
解
説
は
首
肯
で
き
る
。
他

の
二
人
は
「
未
詳
」
と
さ
れ
る
が
、
誰
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
は
、
其
二
、
其
三
と
の
関
連
を
考
慮

し
つ
つ
其
一
全
体
を
考
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
問
題
の
存
在
を
指
摘
す
る
に
止
め
、
以
下
に
読
解
を
進

め
る
な
か
で
そ
の
人
物
を
比
定
す
る
。

　
第
二
の
問
題
は
、
承
句
の
「
南
塘
」
は
誰
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
条
件
は
「
獨ひ

と
り南

塘
の
迹
追
う
べ
き
有
る
の
み
」
と

あ
る
以
上
、「
追
う
べ
き
」「
迹
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。「
迹
」
と
は
、
目
に
見
え
、
そ
れ
と
指
し
示
す
こ
と
の
で
き
る
具
体

的
な
痕
跡
の
意
だ
が
、
主
題
詩
は
農
兵
編
制
が
テ
ー
マ
な
の
だ
か
ら
、
農
兵
を
運
用
し
た
経
歴
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
詳
細
を
確

認
し
た
り
検
証
し
た
り
で
き
る
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。『
全
訳
』
で
は
「
南
塘
」
に
つ
い
て
「
清シ

ン

の
方
貞
観
の
号
。
清

が
明ミ

ン

を
滅
ぼ
し
た
と
き
、
清
朝
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
人
物
で
あ
る
。
軍
役
に
参
加
し
、
旗
人
の
待
遇
を
受
け
た
」
と
解
説
し
、
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承
句
を
「（
し
か
し
、
農
兵
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
事
例
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。）
む
し
ろ
、
清
の
南
塘
（
方
貞
観
）
の
農
兵
駆

使
の
あ
と
だ
け
が
、
い
ま
か
ら
で
も
探
究
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
状
態
で
あ
る
」
と
訳
す
。「
清
の
方
貞
観
」
と
は
、
清
代
の
詩

人
で
あ
り
書
家
で
あ
っ
た
方
世
泰
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
貞
観
は
字
で
、
号
は
南
堂
・
南
塘
、
安
徽
省
の
名
族
・
桐
城
方
氏
の
出

身
で
あ
る）

（1
（

。
た
だ
方
世
泰
は
乾
隆
年
間
に
博
学
鴻
詞
科
に
挙
げ
ら
れ
た
と
さ
れ
、
清
朝
の
基
盤
が
固
ま
っ
た
清
代
も
中
期
の
人

物
で
、「
清
が
明
を
滅
ぼ
し
た
と
き
、
清
朝
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
人
物
で
あ
る
」
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
「
軍
役
に
参
加

し
、旗
人
の
待
遇
を
受
け
た
」
事
実
や
、農
兵
を
駆
使
し
た
と
い
う
記
録
も
確
認
で
き
な
い
。
方
世
泰
に
は
「
追
う
べ
き
」「
迹
」

が
認
め
ら
れ
ず
、
方
谷
が
こ
こ
で
挙
げ
る
理
由
は
な
い
。

　
「
南
塘
」
が
方
世
泰
を
指
す
の
で
は
な
い
と
す
る
と
、
で
は
い
っ
た
い
誰
な
の
か
。
農
兵
に
類
す
る
軍
団
を
編
制
、
そ

の
運
用
の
詳
細
が
明
ら
か
で
、
か
つ
「
南
塘
」
と
称
し
た
将
軍
は
、
中
国
史
を
見
渡
し
て
も
明
の
戚
継
光
（
一
五
二
八
～

一
五
八
八
）
た
だ
一
人
で
あ
ろ
う
。「
南
塘
」
は
戚
継
光
の
号
で
、
こ
こ
で
も
戚
継
光
を
指
す
の
に
相
違
な
く
、
そ
の
こ
と
は

続
く
其
二
や
其
三
の
詩
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
戚
継
光
は
明
代
中
期
、
北
虜
南
倭
双
方
の
討
伐
に
活
躍
し
た
名
将
で
あ
る
。

特
に
、
当
時
、
浙
江
省
や
福
建
省
に
上
陸
し
猛
威
を
振
る
っ
た
倭
寇
と
は
八
〇
余
戦
し
て
全
勝
し
た
と
い
う）

11
（

。
そ
の
軍
隊
は
戚

家
軍
と
称
さ
れ
、
構
成
員
は
浙
江
省
で
採
用
し
た
鉱
夫
や
農
民
た
ち
で
あ
っ
た）

1（
（

。
戚
継
光
は
こ
う
し
た
「
鄕
野
老
實
の
人
」
か

ら
な
る
組
織
を
徹
底
的
に
調
練
し
、
鉄
の
規
律
と
、
新
た
に
工
夫
さ
れ
た
兵
器
や
戦
術
、
さ
ら
に
は
「
胆
気
を
練
る
」
と
称
さ

れ
る
精
神
修
養
に
よ
り）

11
（

、
対
倭
寇
戦
無
敗
の
軍
団
を
作
り
上
げ
た
。
し
か
も
戚
継
光
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
に
具
体
的
か
つ
詳

細
に
書
き
残
し
、「
追
う
べ
き
」「
迹
」
が
あ
る
。
そ
れ
が
『
紀
効
新
書
』
と
『
練
兵
実
紀
』
で
あ
る）

11
（

。

　
日
本
で
も
『
紀
効
新
書
』
は
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
の
平
山
行
蔵
（
一
七
五
九
～
一
八
二
九
）
に
よ
る
刊
行
を
皮
切
り

に
数
度
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
、『
練
兵
実
紀
』
の
ほ
う
も
弘
化
年
間
に
刊
行
さ
れ
た）

11
（

。
松
山
藩
の
藩
校
・
有
終
館
の
蔵
書
を
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継
承
す
る
岡
山
県
高
梁
市
の
有
終
館
文
庫）

11
（

に
も
、『
紀
効
新
書
』
を
和
文
で
講
釈
し
た
『
刪
定
紀
効
新
書
撮
解
』
が
所
蔵
さ
れ

る）
11
（

。
方
谷
も
『
紀
効
新
書
』
を
読
ん
で
お
り
、「
村
上
提
英
名
録
序
」（『
全
集
』
二
四
二
～
二
四
三
頁
）
に
同
書
巻
首
「
紀
効
或
問
」

か
ら
「
身
に
精
藝
無
け
れ
ば
己
が
胆 

充
た
ず
」
や
「
武
藝 

時
に
臨
ん
で
如も

し
五
分
を
用
ゐ
得
て
出
だ
せ
ば
、
亦
た
功
を
成
す

べ
し
、
八
分
を
用
ゐ
得
ば
、
天
下
に
敵
無
し
」
と
の
語
が
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
を
綴
る
に
あ
た
っ
て
そ
の
言
葉
が
す
ぐ
に

念
頭
に
上
る
ほ
ど
に
読
み
込
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
方
谷
は
戚
継
光
の
兵
学
を
用
兵
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
、農
兵
編
制
の
「
師
」
と
さ
れ
る
「
朱
明
の
三
將
」
の
う
ち
、一
人
が
戚
継
光
で
あ
る
こ
と
も
見
当
が
つ
く
。
従
っ

て
、
承
句
「
獨
南
塘
の
迹
追
う
べ
き
有
る
の
み
」
も
、「
朱
明
の
三
將
」
の
う
ち
、
用
兵
の
法
の
実
際
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
戚
継
光
の
み
で
あ
る
と
の
句
意
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
其
一
に
は
も
う
一
つ
問
題
が
あ
る
。
結
句
の
「
正
氣
」
の
捉
え
方
で
あ
る
。
承
句
で
、
具
体
的
な
用
兵
法
を
確
認
で
き
る
の

は
戚
継
光
の
み
と
述
べ
た
後
、
転
句
で
、
し
か
し
そ
の
「
妙
用
」
―
―
臨
機
応
変
の
絶
妙
な
作
用
―
―
に
つ
い
て
は
「
迹
」
を

超
え
た
と
こ
ろ
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
詩
意
を
転
じ
る
が
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
る
の
が
結
句
「
愈
〻
推
す
正
氣
と
王
の
良
知
と

を
」
で
あ
る
。「
王
の
良
知
」
が
王
陽
明
の
良
知
を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
方
谷
は
結
句
で
戚
継
光
の
残
し
た
「
迹
」

を
当
時
の
現
実
の
な
か
に
活
か
し
、
絶
妙
に
運
用
し
て
い
く
精
神
的
原
理
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
が
陽

明
の
「
良
知
」
な
の
で
あ
る
。
も
う
一
方
が
「
正
氣
」
で
あ
る
が
、『
全
訳
』
で
は
こ
れ
を
「
人
の
正
し
い
気
象
」
と
語
釈
す
る
。

し
か
し
「
良
知
」
と
の
対
応
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
語
で
は
な
く
て
、
し
か
る
べ
き
人
物
の
思
想
的
核
心
を

表
現
し
た
テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
ー
ム
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
で
は
、
い
っ
た
い
誰
の
語
か
。「
正
氣
」
と
い
え
ば
南
宋
の

文
天
祥
（
一
二
三
六
～
一
二
八
三
）
の
「
正
気
歌
」
が
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
。
確
か
に
方
谷
は
「
正
気
歌
」
を
好
ん
だ
形
跡
が

あ
っ
て
墨
蹟
も
残
っ
て
お
り）

11
（

、こ
の
詩
を
読
む
心
得
を
示
し
た
「
読
文
信
国
正
気
歌
」（『
全
集
』
二
七
四
頁
）
な
る
文
も
あ
る
。
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た
だ
、
文
天
祥
は
兵
家
と
し
て
名
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、「
正
気
歌
」
は
崖
山
の
戦
い
で
南
宋
が
覆
滅
し
て
後
、
捕
ら
わ

れ
た
大
都
の
監
獄
の
な
か
で
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
来
る
べ
き
危
機
に
備
え
て
農
兵
を
編
制
し
よ
う
と
い
う
と
き
に
、
亡

国
宰
相
の
文
天
祥
の
「
正
氣
」
を
、「
妙
用
」
を
支
え
る
原
理
と
し
て
提
示
す
る
と
は
考
え
難
い
。
そ
れ
で
は
「
正
氣
」
は
誰

の
語
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

先
ほ
ど
挙
げ
た
戚
継
光
と
同
時
代
人
で
、「
兪
龍
戚
虎
」
と
併
称
さ
れ
た
将
軍
に
兪
大
猷
（
一
五
〇
三
～
一
五
七
九
）
が
い

る）
11
（

。
兪
大
猷
は
、
や
は
り
倭
寇
討
伐
等
で
目
覚
ま
し
い
戦
果
を
挙
げ
た
。
戚
継
光
と
同
様
、
発
明
家
で
も
あ
り
、
対
騎
馬
用
に

各
種
の
戦
車
の
考
案
を
行
い
、
首
都
・
北
京
に
兵
車
営
が
設
置
さ
れ
る
契
機
を
作
っ
た
人
物
で
も
あ
る
。
そ
の
兪
大
猷
が
率
い

た
軍
団
は
兪
家
軍
と
称
さ
れ
、
武
術
や
陣
法
な
ど
の
教
練
が
徹
底
的
に
施
さ
れ
た
精
鋭
部
隊
で
あ
り）

11
（

、
主
力
は
福
建
省
漳
州
で

集
め
ら
れ
た
六
〇
〇
〇
名
の
農
民
た
ち
で
あ
っ
た）

11
（

。

　
兪
大
猷
は
福
建
省
泉
州
の
出
身
で
、
当
地
の
著
名
な
朱
子
学
者
・
蔡
清
（
一
四
五
三
～
一
五
〇
八
）
の
再
伝
の
弟
子
に
あ
た

り）
1（
（

、
そ
の
兵
法
思
想
は
分
厚
い
儒
家
的
な
教
養
に
支
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
戦
場
に
臨
ん
で
「
正
氣
」
を
重
ん

じ
た
。
兪
大
猷
の
文
集
、
そ
の
名
も
『
正
気
堂
集
』
の
鄭
旻
序
に
は
「
公
（
＝
兪
大
猷
）
幕
府
の
莅の

ぞ

む
所
に
は
、
毎つ

ね

に
正
氣
堂

と
書
し
て
以
て
志
を
見し

め

す）
11
（

」
と
い
う
逸
話
が
紹
介
さ
れ
る
。
で
は
、
兪
大
猷
の
い
う
「
正
氣
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
そ
の

考
え
は
嘉
靖
一
四
年
（
一
五
三
五
）
の
武
科
挙
に
お
い
て
執
筆
さ
れ
た
「
國
を
安
ら
げ
軍
を
全
う
す
る
の
道）

11
（

」（『
正
気
堂
集
』

巻
一
）
と
題
す
る
論
策
「
第
一
問
」
に
詳
し
い
。
以
下
、
そ
の
言
述
の
筋
道
を
確
認
す
る
。

　

 　
嘗
謂
天
地
有
二
氣
、
濁
爲
陰
而
清
爲
陽
。
吾
人
之
生
也
、
則
天
地
之
帥
吾
其
性
、
天
地
之
氣
吾
其
體
、
寧
獨
無
所
謂
陰
陽

清
濁
者
乎
。
是
故
其
清
而
陽
也
、
吾
人
得
之
而
爲
正
氣
、
其
濁
而
陰
也
、
吾
人
得
之
而
爲
血
氣
。
敢
問
何
爲
正
氣
。
曰
、
難
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言
也
。
其
爲
氣
也
至
大
至
剛
、
能
輕
天
下
無
道
之
王
公
而
王
公
失
其
貴
、
能
賤
天
下
不
義
之
金
玉
而
晉
楚
失
其
富
、
能
充
塞

乎
天
地
之
間
而
天
地
失
其
大
。

　
 （

天
地
に
は
二
つ
の
気
が
あ
り
、
濁
っ
た
も
の
が
陰
で
、
清
ら
か
な
も
の
が
陽
で
あ
る
。〔
北
宋
の
張
載
「
西
銘
」
に
い
う
よ

う
に
〕「
我
々
が
生
ま
れ
る
や
、
天
地
の
本
来
性
が
我
々
自
身
の
本
性
と
な
り
、
天
地
に
塞
が
る
気
が
我
々
の
肉
体
と
な
る
」

の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
我
々
の
気
に
陰
陽
や
清
濁
が
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
清
ら
か
で
陽
な
る
気
、
こ
れ

を
我
々
が
得
れ
ば
正
気
と
な
り
、
濁
っ
て
い
て
陰
な
る
気
、
こ
れ
を
得
れ
ば
血
気
と
な
る
。
で
は
、
正
気
と
は
な
ん
で
あ
ろ

う
か
。
曰
く
言
い
難
い
。
そ
の
気
た
る
や
至
っ
て
大
き
く
至
っ
て
剛
健
で
、
天
下
の
無
道
の
王
公
を
軽
ん
じ
て
、
そ
の
王
公

の
尊
貴
さ
を
色
褪
せ
さ
せ
、
天
下
の
不
義
の
黄
金
宝
玉
を
賤
し
ん
で
、
晋
や
楚
の
〔「
義
」
に
裏
付
け
ら
れ
な
い
〕
富
の
価

値
を
喪
失
さ
せ
、
天
地
い
っ
ぱ
い
に
充
実
し
て
天
地
の
大
き
さ
を
圧
倒
す
る
。）（『
正
気
堂
集
』
巻
一）

11
（

）

　
「
正
氣
」
と
は
「
血
氣
」
に
対
置
さ
れ
る
も
の
で
、
人
間
の
本
来
性
に
根
ざ
し
た
「
至
大
至
剛
」
の
気
で
あ
り
、
天
地
を
も

圧
倒
す
る
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
を
有
す
る
。
そ
れ
は
「
血
氣
」
の
よ
う
に
、
外
的
要
因
に
よ
っ
て
鈍
化
し
た
り
萎
縮
し
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
、
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
人
は
往
々
に
し
て
「
血
氣
」
に
流
れ
、「
正
氣
」
を
失
っ
て
し
ま
う
。

春
秋
戦
国
の
孫
子
や
呉
子
、唐
の
李
靖
と
い
っ
た
偉
大
な
兵
法
家
た
ち
で
あ
っ
て
も
「
正
氣
」
を
知
ら
ず
、し
ょ
せ
ん
は
「
血
氣
」

に
止
ま
っ
た
と
い
う
。「
安
國
全
軍
」
の
た
め
に
は
是
非
と
も
「
正
氣
」
を
身
に
体
す
る
必
要
が
あ
り
、意
識
的
に
こ
れ
を
養
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
で
は
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
な
さ
れ
る
の
か
。

　

 　

是
故
世
有
曾
子
出
焉
、
曰
自
反
而
縮
、
雖
千
萬
人
吾
往
矣
、
自
反
而
不
縮
、
雖
褐
寛
博
、
吾
不
惴
焉
。
此
蓋
以
理
爲
主
、
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皆
由
平
日
自
省
中
來
。
孟
子
生
於
戰
國
權
謀
詐
力
中
、
開
口
便
説
仁
義
、
答
告
子
謂
能
善
養
吾
浩
然
之
氣
、
語
其
功
謂
由
於

集
義
所
生
、
勿
正
勿
忘
勿
助
長
。
蓋
有
發
前
聖
所
未
發
。
則
夫
得
正
氣
而
善
養
之
、
信
乎
曾
孟
之
最
爲
可
貴
矣
。

　

 （
こ
の
た
め
に
、
こ
の
世
に
曽
子
が
出
現
し
て
「
自
ら
反
省
し
て
正
し
け
れ
ば
、
千
人
万
人
で
あ
ろ
う
と
立
ち
向
か
っ
て
い

こ
う
。
自
ら
反
省
し
て
や
ま
し
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
粗
末
な
衣
服
を
着
た
卑
賤
の
者
に
対
し
て
も
、
恐
れ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
」
と
い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
思
う
に
理
を
主
眼
と
し
て
い
て
、
ふ
だ
ん
の
反
省
の
な
か
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
孟
子

は
戦
国
の
権
謀
術
数
の
時
代
に
生
き
、
口
を
開
け
ば
仁
義
を
説
き
、
告
子
に
対
し
て
「
わ
が
浩
然
の
気
を
養
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
…
…
」
と
答
え
、
そ
の
修
養
法
に
つ
い
て
「
集
義
〔
義
に
合
す
る
こ
と
を
積
み
重
ね
る
こ
と
〕
か
ら
生
じ
る
も
の
で
、

効
果
を
予
期
し
て
は
な
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
、
努
力
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
先
聖
が
い
ま
だ
明
ら
か
に
し

な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。
と
す
る
と
、
正
気
を
理
解
し
て
よ
く
養
っ
た
者
と
し
て
、
曽
子
と
孟

子
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
と
い
う
の
は
本
当
で
あ
ろ
う
。）（
同
上
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
正
氣
」
は
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
述
べ
ら
れ
る
「
浩
然
の
氣
」
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
曽
子
が
「
自

ら
反か

へ
りみ

て
縮な

お

く
ん
ば
、
千
萬
人
と
雖
も
吾
往ゆ

か
ん
」
と
語
り
、
孟
子
が
「
義
を
集
め
る
」
と
教
え
た
よ
う
に
、
日
常
の
な
か
で

道
徳
行
為
を
積
み
重
ね
、
行
動
の
一
つ
一
つ
を
義
と
合
致
さ
せ
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
養
わ
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る）

11
（

。
以
上
が
そ

の
梗
概
で
あ
る
が
、「
正
氣
」
を
養
う
こ
と
で
、
戦
場
に
臨
ん
で
動
揺
す
る
こ
と
の
な
い
鉄
壁
の
内
面
性
（
不
動
心
）
を
確
立

し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
兪
大
猷
は
日
本
に
お
い
て
も
明
代
の
名
将
と
し
て
著
名
で
、
組
織
的
な
戦
術
を
構
築
し
、
調
練
を
重
ん
じ
た
将
軍
と
し
て
戚

継
光
と
併
称
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
例
え
ば
荻
生
徂
徠
『
鈐
録
外
書
』
巻
六
に
「
明
朝
よ
り
高
麗
へ
渡
り
候
大
將
、
左
迄
の
者
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に
て
も
無
之
候
へ
ど
も
、
嘉
靖
年
中
、
兪
大
猷
・
戚
南
塘
と
申
名
將
の
立
置
た
る
法
ど
も
殘
り
候
間
、
如
此
に
御
座
候）

11
（

」
と
あ

り
、
ま
た
方
谷
と
同
時
代
の
水
口
藩
藩
儒
・
中
村
栗
園
『
栗
園
文
鈔
』
巻
二
「
錬
心
胆
論
」
に
「
戚
兪
の
二
將 

口
を
開
け
ば

則
ち
必
ず
練
を
言
ふ
は
、
良ま

こ
とに

以ゆ
ゑ

有
る
な
り
」
な
ど
と
あ
り）

11
（

、
方
谷
の
詩
に
兪
大
猷
が
戚
継
光
と
並
ん
で
登
場
し
た
と
し
て
も

不
思
議
は
な
い
。
ま
た
、
兪
家
軍
は
他
の
二
者
と
同
様
、
民
兵
が
主
力
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
其
一
結
句
で
方
谷

が
陽
明
の
「
良
知
」
と
対
に
し
て
挙
げ
る
「
正
氣
」
は
、
兪
大
猷
の
そ
れ
に
相
違
な
い
。
こ
う
考
え
る
と
、
結
句
「
愈
推
正
氣

王
良
知
」
の
「
愈

い
よ
い
よ」

が
「
兪
」
の
誤
字
に
思
え
て
な
ら
な
い）

11
（

。『
全
訳
』
と
、
そ
の
底
本
で
あ
る
『
全
集
』
で
は
と
も
に
「
愈
」

に
作
る
が
、
当
初
、
方
谷
は
「
兪0

推
正
氣
王
良
知
（
兪
は
正
氣
を
推
し 

王
は
良
知
）」
と
書
き
、
当
句
対
（
句
中
対
）
に
し
て

い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
こ
こ
で
方
谷
が
農
兵
調
練
の
「
師
」
と
し
た
「
朱
明
の
三
將
」
が
出
揃
っ
た
。
一
人
は
『
全
訳
』
が
早
く
か
ら
指
摘
す
る
よ

う
に
王
陽
明
で
あ
る
が
、
残
る
二
人
は
戚
継
光
と
兪
大
猷
な
の
で
あ
る
。
こ
の
三
者
は
と
も
に
民
兵
を
調
練
し
、
数
々
の
軍
功

を
挙
げ
た
明
の
知
将
で
あ
る）

11
（

。
う
ち
、
調
練
の
手
順
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
明
示
的
に
窺
え
る
の
は
『
紀
効
新
書
』
と
『
練
兵
実
紀
』

が
あ
る
戚
継
光
の
み
で
あ
る）

11
（

。
し
か
し
、
両
書
が
ど
れ
ほ
ど
詳
細
で
実
践
的
で
あ
ろ
う
と
、
三
世
紀
も
前
の
中
国
江
南
で
書
か

れ
た
過
去
の
遺
物
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
現
在
と
い
う
時
点
に
お
い
て
、
千
変
万
化
す
る
現
実
の
な
か
で
い
か
に
賦
活
さ
せ
る

か
は
、
す
べ
て
現
場
の
人
間
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
判
断
主
体
を
支
え
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
が
兪
大
猷

の
「
正
氣
」
と
王
陽
明
の
「
良
知
」
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
主
題
詩
其
一
に
通
釈
を
付
す
。

　

 　

民
兵
を
編
制
し
た
明
代
の
三
人
の
将
軍
は
す
べ
て
わ
が
師
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
検
証
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
迹
」（
具
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体
的
な
調
練
法
や
陣
法
）
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
戚
継
光
の
み
で
あ
る
。

　
 　

た
だ
そ
の
運
用
の
妙
は
と
い
う
と
、
こ
れ
は
「
迹
」
の
外
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
兪
大
猷
は
「
正
氣
」
を
、
王

陽
明
は
「
良
知
」
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
節
　「
冬
編
農
兵
作
」
詩
其
二
・
其
三

　
続
い
て
其
二
の
検
討
に
入
る
。
例
に
よ
っ
て
原
文
と
『
全
訳
』
に
よ
る
書
き
下
し
を
掲
出
す
る
。

　　
　
戚
書
糟
粕
我
何
嘗
、 
書
に
戚し

た

し
め
ど
も
糟そ

う
は
く粕 

我
何
ぞ
嘗な

め
ん

　
　
抛
却
狼
筅
與
牌
槍
。 

狼ろ
う
せ
ん筅

と
牌は

い
そ
う槍

と
を
抛ほ

う
き
や
く却

す

　
　
鳥
銃
十
門
同
進
止
、 

鳥
銃 

十
門 
進
止
を
同
じ
く
し

　
　
仳
儷
抵
死
亦
鴛
鴦
。 

仳ひ
れ
い儷 

死
に
抵
る
も
亦
鴛え

ん
お
う鴦

　
ま
ず
起
句
で
あ
る
が
、『
全
訳
』
は
右
の
よ
う
に
読
み
下
し
、「
私
は
書
物
が
好
き
で
、
よ
く
読
む
。
し
か
し
、
古
人
の
糟
粕

を
な
め
て
、
い
さ
ぎ
よ
し
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
通
釈
す
る
け
れ
ど
、
前
節
の
知
見
を
踏
ま
え
る
と
「
戚
書
の
糟
粕 

我

何
ぞ
嘗
め
ん
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。「
戚
書
」
と
は
無
論
「
戚0

継
光
の
著
し
た
書0

物
」
の
意
で
、
具
体
的
に
は
『
紀
効
新
書
』

を
指
す
で
あ
ろ
う
。「
糟
粕
を
嘗
む
」
は
、
そ
の
ま
ま
受
け
売
り
す
る
・
二
番
煎
じ
を
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
方
谷
は
、

戚
継
光
に
盲
従
な
ど
し
な
い
、
独
自
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
改
変
を
加
え
る
の
だ
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
承
句
以
降
は
、
そ
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れ
を
承
け
て
、
ど
う
ア
レ
ン
ジ
す
る
の
か
が
う
た
い
込
ま
れ
る
。
そ
の
対
象
は
、
結
句
に
「
鴛
鴦
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
戚
継

光
が
創
出
し
た
陣
法
・
鴛
鴦
陣
で
あ
る
と
見
当
が
つ
く
。

　

鴛
鴦
陣
と
は
、
戚
継
光
が
倭
寇
討
伐
の
た
め
に
工
夫
し
、
嘉
靖
三
九
年
（
一
五
六
〇
）
の
春
に
完
成
さ
せ
た
陣
法
で
あ
る）

1（
（

。

隊
長
一
名
、
炊
事
係
一
名
、
兵
卒
一
〇
名
の
計
一
二
名
を
１
ユ
ニ
ッ
ト
と
す
る
歩
兵
組
織
で
、
所
定
の
武
器
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

も
と
、
左
右
対
称
に
展
開
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
実
際
に
戦
場
に
立
つ
の
は
炊
事
係
以
外
の
一
一
名
で
あ
る
が
、

隊
長
一
名
を
別
格
と
し
て
、
一
〇
名
は
五
名
ず
つ
二
組
に
分
か
れ
て
伍
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
伍
長
一
名
を
置
く
。
各
人
の
持
ち

場
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
隊
長
が
旗
を
持
っ
て
前
面
に
立
ち
、
続
く
二
名
（
伍
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
五
角
形
の
盾
で
あ
る
長
盾

牌
と
円
形
の
籐
製
の
盾
で
あ
る
籐
牌
を
持
ち
、
続
く
二
名
が
狼ろ

う
せ
ん筅

を
持
っ
て
そ
の
後
ろ
に
控
え
る
。
狼
筅
と
は
、
枝
を
落
と
し

て
い
な
い
大
竹
で
、
そ
の
先
端
に
槍
の
穂
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
ろ
に
配
置
さ
れ
る
の
が
攻
撃
の
主
力
と
な
る

長
槍
の
四
名
、
そ
の
後
ろ
に
は
さ
ら
に
鎲と

う
は鈀

（
短
兵
）
と
呼
ば
れ
る
武
器
を
持
つ
二
名
が
置
か
れ
る
。
鎲
鈀
は
十
文
字
槍
や

刺さ
す
ま
た股

に
似
た
形
状
の
武
器
で
、
火
薬
に
よ
っ
て
矢
を
発
射
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
の
一
一
名
が
戦
場
で
は
左
右
対
称
の
陣
形

を
堅
持
し
つ
つ
攻
守
を
自
在
に
変
転
さ
せ
て
戦
う
。
こ
れ
が
鴛
鴦
陣
の
梗
概
で
あ
る）

11
（

。

図 1 鴛鴦陣
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そ
の
実
際
の
動
き
に
つ
い
て
、
戚
継
光
は
『
紀
効
新
書
』（
十
八
巻
本
）
に
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

 　
凡
鴛
鴦
陣
、
乃
殺
賊
必
勝
屢
效
者
、
此
是
緊
要
束
伍
第
一
戰
法
。
今
開
式
於
後
。
二
牌
平
列
、
狼
筅
各
跟
一
牌
、
以
防
拿

牌
人
後
身
。
長
槍
毎
二
枝
各
分
管
一
牌
一
筅
。
短
兵
防
長
槍
、
進
的
老
了
、
即
便
殺
上
。
伍
長
執
挨
牌
在
前
、
餘
兵
照
鴛
鴦

陣
緊
隨
牌
後
、
其
挨
牌
手
低
頭
執
牌
前
進
、
如
已
聞
鼓
聲
而
遲
疑
不
進
、
即
以
軍
法
斬
首
。
其
餘
兵
仗
牌
刀
遮
抵
手
後
緊
隨

牌
進
交
鋒
、
筅
以
救
牌
、
長
槍
救
筅
、
短
兵
救
長
槍
、
牌
手
陣
亡
、
伍
下
兵
通
斬
。
要
依
此
法
、
無
不
勝
矣
。

　

 （
い
っ
た
い
、
鴛
鴦
陣
と
い
う
の
は
、
賊
を
殺
し
て
必
ず
勝
つ
こ
と
に
お
い
て
し
ば
し
ば
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
も
の
で
、

兵
を
束
ね
る
第
一
の
戦
法
で
あ
る
。
今
、
そ
の
規
格
を
下
に
述
べ
る
。
ま
ず
、
牌
〔
籐
牌
・
長
盾
牌
〕
を
持
つ
者
〔
伍
長
〕

二
人
が
並
行
し
、
狼
筅
を
持
つ
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
牌
の
後
方
に
ピ
タ
リ
と
つ
き
、
牌
を
持
つ
者
の
背
後
を
防
ぐ
。
長
槍
を
持

つ
者
そ
れ
ぞ
れ
二
人
が
、牌
を
持
つ
者
一
人
と
狼
筅
を
持
つ
者
一
人
〔
の
防
御
〕
を
担
当
す
る
。
短
兵
〔
鎲
鈀
〕
は
長
槍
〔
の

背
後
〕を
防
ぎ
、〔
長
槍
が
敵
に
〕深
く
突
き
刺
さ
っ
て
動
か
な
く
な
る
と）

11
（

、た
だ
ち
に〔
敵
を
〕殺
す
。
伍
長
二
人
は
牌
を
持
っ

て
前
に
お
り
、
そ
の
他
の
兵
卒
は
鴛
鴦
陣
に
の
っ
と
っ
て
牌
の
後
方
に
つ
き
、
そ
の
牌
を
持
つ
伍
長
は
頭
を
低
く
し
、
牌
を

手
に
し
て
前
進
す
る
。
も
し
太
鼓
の
音
を
聞
い
て
も
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
進
ま
な
け
れ
ば
、
軍
法
に
照
ら
し
て
斬
首
す
る
。
そ
の

他
の
兵
卒
は
そ
の
牌
と
刀
を
持
っ
て
渡
り
合
っ
て
い
る
伍
長
の
後
ろ
に
ピ
タ
リ
と
つ
い
て
進
ん
で
交
戦
し
、
狼
筅
は
〔
後
方

か
ら
〕
牌
を
助
け
、
長
槍
は
〔
後
方
か
ら
〕
狼
筅
を
助
け
、
短
兵
は
〔
後
方
か
ら
〕
長
槍
を
助
け
、
も
し
牌
手
〔
伍
長
〕
が

戦
死
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
属
す
る
残
り
四
人
の
兵
卒
も
す
べ
て
斬
首
す
る
。
こ
の
方
法
に
拠
っ
て
い
け
ば
、
勝
た
な

い
こ
と
が
な
い
。）（
巻
二
「
緊
要
操
敵
号
令
簡
明
条
欵
篇
」）
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こ
こ
か
ら
、
鴛
鴦
陣
が
厳
格
な
規
律
の
も
と
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
が
ま
る
で
一
個
の
生
命
体
の
よ
う
に
有
機
的
に
連
携
し
な
が
ら

戦
闘
を
進
め
て
い
く
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
鴛
鴦
陣
は
さ
ら
に
、
戦
況
や
地
勢
に
応
じ
て
、
両
儀
陣
や
三
才

陣
、
一
頭
両
翼
一
尾
陣
な
ど
、
様
々
な
陣
形
へ
と
応
用
変
化
す
る
こ
と
が
で
き
た）

11
（

。

　
さ
て
、
で
は
方
谷
は
こ
れ
に
ど
う
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
よ
う
と
い
う
の
か
。
改
め
て
承
句
か
ら
読
み
進
め
る
。
承
句
は
「
狼
筅

と
牌
槍
と
を
抛
却
す
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
方
谷
は
狼
筅
、
牌
（
籐
牌
と
長
盾
牌
）、
長
槍
を
放
棄
し
、
用
い
な
い
と
述
べ
、

転
句
で
「
鳥
銃 
十
門 

進
止
を
同
じ
く
し
」
と
い
い
、
そ
れ
ら
に
換
え
て
、
兵
卒
一
〇
名
の
全
員
に
「
鳥
銃
」
を
持
た
せ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
戚
継
光
が
指
定
し
た
武
器
類
を
す
べ
て
「
鳥
銃
」
に
換
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
狼
筅
や
籐
牌
と

い
っ
た
素
朴
な
兵
具
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
鴛
鴦
陣
は
三
〇
〇
年
前
の
中
国
江
南
の
農
村
を
前
提
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
欧
米
で
は
す
で
に
ラ
イ
フ
ル
で
撃
ち
合
っ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。「
鳥
銃
」
を
も
っ
て
籐
や
竹
製
の
武
器
に
換
え
る
こ
と

は
当
然
の
措
置
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
鳥
銃
」
は
、
い
か
な
る
銃
な
の
か
。
主
題
詩
と
同
時
期
の
元
治
元
年
一
二
月
に
書
か
れ
た
第
一

節
前
掲
「
郷
兵
組
割
締
方
等
諸
事
録
」
の
「
郷
兵
教
導
大
略
」
第
二
条
に
「
鉄
砲
打
方
手
続
運
動
足
並
等
の
儀
は
西
洋
規
則
と

相
定
下
曾
根
江
川
両
流
折
衷
…
…
但
洋
風
筒
相
揃
不
申
内
は
持
合
の
火
繩
筒
相
用
候
に
付
其
打
方
も
適
宜
の
法
可
有
之
」
と
あ

り
、
農
兵
に
持
た
せ
る
銃
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
「
洋
風
筒
」
で
あ
る
が
、
不
足
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
あ
り
合
わ
せ
の
火

縄
銃
を
用
い
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の「
洋
風
筒
」、安
政
二
年（
一
八
五
五
）に
松
山
藩
を
訪
れ
た
南
摩
綱
紀（
一
八
二
三

～
一
九
〇
九
）
の
記
録
「
南
摩
綱
紀
負
笈
管
見
」
に
「
一
、
ケ
ウ
エ
ー
ル
調
練
、
劍
術
修
行
、
毎
月
七
日
ヅ
ヽ
稽
古
被
申
付
。

劍
術
道
具
代
百
目
ヅ
ヽ
、
庄
屋
二
三
男
迄
下
渡
候
ニ
相
成
候
」（『
全
集
』
二
三
九
五
頁
）
と
あ
り
、
松
山
藩
が
ゲ
ベ
ー
ル
銃
を

用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
か
ら
、
恐
ら
く
同
銃
で
あ
ろ
う
。
元
治
元
年
当
時
と
し
て
は
旧
式
に
な
り
つ
つ
あ
る
、
前
装
式
の
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滑
腔
銃
で
あ
る）

11
（

。
よ
り
新
式
の
施
条
銃
・
ミ
ニ
エ
ー
銃
が
松
山
に
入
る
の
は
そ
の
二
年
後
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
か
ら
の

よ
う
で
あ
る
。
同
年
一
〇
月
二
日
付
け
の
嗣
子
・
知
足
斎）

11
（

（
一
八
三
九
～
一
八
八
一
）
宛
て
方
谷
書
簡
に
「
御
上
御
買
入
ミ
ニ

イ
三
百
挺
之
分
着
い
た
し
、
此
節
御
家
中
へ
御
分
け
に
相
成
候
」（『
全
集
』
一
四
八
二
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
主
題
詩

が
賦
さ
れ
た
段
階
で
農
兵
が
手
に
し
て
い
た
「
鳥
銃
」
は
ゲ
ベ
ー
ル
銃
が
基
本
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
火
縄
銃
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
操
練
に
採
用
さ
れ
た
「
西
洋
銃
陣
」
が
「
下
曾
根
江
川
両
流
」、
す
な
わ
ち
高
島
流
で
あ
っ
た
こ
と
と
照
応
し
て
い
る
。

高
島
流
は
一
九
世
紀
初
頭
の
欧
米
の
技
術
レ
ベ
ル
を
反
映
し
た
も
の
で
、
当
時
、
他
の
蘭
学
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
最
新
の
西

洋
軍
事
学
や
砲
術
の
研
究
に
基
づ
く
兵
学
の
興
起
に
伴
っ
て
存
在
感
が
薄
く
な
り
、「
西
洋
流
」
の
た
ん
な
る
象
徴
と
な
り
つ

つ
あ
っ
た）

11
（

。
ゲ
ベ
ー
ル
銃
の
使
用
も
、
鳥
取
藩
の
郷
士
・
松
波
徹
翁
が
前
年
に
す
で
に
ミ
ニ
エ
ー
銃
二
〇
挺
を
入
手
し
、
農
兵

に
支
給
し
た
事
例
が
あ
る）

11
（

こ
と
を
考
え
る
と
最
先
端
を
い
っ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
た
だ
、
こ
の
問
題
は
国
内
に
流
通
し
て

い
た
ミ
ニ
エ
ー
銃
の
絶
対
数
や
、
藩
財
政
の
状
況
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
方
谷
ら
に
最
新
の
軍
事
知
識
が
な
か
っ
た

こ
と
を
意
味
し
な
い
。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
主
題
詩
其
二
に
次
の
よ
う
に
通
釈
を
付
す
。

　

 　
戚
継
光
の
書
物
（『
紀
効
新
書
』）
に
な
ん
で
忠
実
に
従
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
狼
筅
や
籐
牌
・
長
盾
牌
、
長
槍
な
ど
も
と
よ

り
不
要
で
あ
る
。

　

 　
鳥
銃
（
ゲ
ベ
ー
ル
銃
）
を
持
つ
一
〇
名
が
斉
一
に
行
動
し
、
左
右
対
称
（「
仳
儷
」）
の
陣
法
を
死
守
し
て
、
決
し
て
「
鴛

鴦
」
の
か
た
ち
を
崩
さ
な
い
、
こ
れ
が
肝
要
で
あ
る
。

　
継
い
で
主
題
詩
其
三
の
検
討
に
入
る
。
例
に
よ
っ
て
、
原
文
と
『
全
訳
』
に
よ
る
書
き
下
し
を
挙
げ
る
。
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殺
了
一
尾
又
一
尾
、 

一
尾
を
殺
了
し
て
又
一
尾

　
　
浙
東
戰
勝
有
明
徴
。 

浙
東
の
戦
勝
に
明
徴
有
り

　
　
能
持
此
法
驅
烏
合
、 

能
く
此
の
法
を
持
し
て
烏
合
を
駆
れ
ば

　
　
變
弱
何
難
鳩
化
鷹
。 

弱
を
変
ず
る
こ
と
何
ぞ
難
か
ら
ん
鳩 

鷹
と
化
す

　
『
全
訳
』
は
承
句
「
浙
東
戰
勝
」
に
つ
い
て
「
い
か
な
る
歴
史
的
事
実
を
指
す
か
未
詳
。
浙
東
は
、
中
国
の
浙
江
の
東
部
地

域
を
い
う
」
と
解
説
す
る
に
止
ま
る
が
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
戚
継
光
が
鴛
鴦
陣
を
軸
と
す
る
陣
法

を
駆
使
す
る
こ
と
で
挙
げ
た
対
倭
寇
戦
で
の
勝
利
の
数
々
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
就
中
、
嘉
靖
四
〇
年
（
一
五
六
一
）

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
、
浙
江
省
東
部
台
州
を
舞
台
と
し
た
戦
い
に
お
け
る
大
勝
は
「
台
州
大
捷
」
と
称
さ
れ
、
戚
家
軍
の
名

を
不
動
の
も
の
と
し
た）

11
（

。『
紀
効
新
書
』
巻
首
「
紀
効
或
問
」
は
同
年
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
の
戦
役
に
し
ば
し
ば
言
及

し
て
お
り
、
方
谷
既
知
の
事
柄
で
あ
る
。「
浙
東
戰
勝
」
は
こ
の
次
第
が
念
頭
に
置
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
戚
継
光
の
兵
学
は
こ

う
し
た
「
明
徴
」
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
指
標
と
す
る
に
足
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
に
通
釈
す
る
。

　
　
一
人
ま
た
一
人
と
敵
兵
を
屠
っ
て
ゆ
く
、
浙
東
地
方
で
の
戦
勝
が
そ
の
有
効
性
の
証
し
だ
。

　

 　
こ
の
陣
法
を
堅
持
し
て
烏
合
の
衆
を
調
練
し
て
ゆ
け
ば
、
鳩
の
よ
う
な
弱
兵
で
も
難
な
く
鷹
の
よ
う
に
精
強
な
軍
隊
へ
と

変
貌
す
る
。
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第
四
節
　
鴛
鴦
陣
採
用
の
理
由

　
以
上
の
論
述
で
主
題
詩
の
含
意
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
方
谷
が
戚
継
光
の
陣
法
・

鴛
鴦
陣
を
、
嘉
永
五
年
以
来
採
用
し
て
き
た
高
島
流
の
「
西
洋
銃
陣
」
に
組
み
込
む
、
も
し
く
は
兼
採
し
よ
う
と
摸
索
し
て

い
る
姿
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
当
時
の
方
谷
の
置
か
れ
た
状
況
が
、
主
題
詩
の
賦
さ
れ
る
直
前
の

も
の
と
思
わ
れ
る
「
元
治
甲
子
歳
、
我
が
公 

朝
旨
を
奉
じ
て
西
の
か
た
防
長
を
討
ち
、
十
一
月
哉
生
明
（
三
日
―
―
筆
者
注
）

を
以
て
發
す
。
是
の
月
念
五
日
、
留
守
の
兵
馬
を
閲
し
畢
は
り
、
慨
然
と
し
て
賦
し
て
以
て
一
二
の
偏
裨
に
示
す
」（『
全
集
』

三
九
二
頁
）
と
題
さ
れ
る
二
八
句
か
ら
な
る
長
篇
詩
に
投
映
さ
れ
て
い
る
。
主
題
詩
と
同
様
、
藩
主
・
勝
静
ら
が
長
州
征
討
に

出
兵
し
、
留
守
を
預
か
っ
て
い
る
最
中
の
一
一
月
二
五
日
の
作
だ
が
、
こ
こ
で
方
谷
は
、

　　
　
城
中
兵
馬
本
充
足
、
胡
爲
孤
單
至
此
極
。

　
　
只
因
我
公
敵
王
愾
、
遠
征
不
慳
竭
國
力
。

　

 （
松
山
の
城
下
は
兵
馬
で
充
満
し
て
い
た
の
に
、
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
寂
し
い
風
情
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
わ

が
藩
主
・
勝
静
公
が
、
朝
廷
の
お
怒
り
に
な
る
敵
・
長
州
に
遠
征
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
国
力
を
惜
し
み
な
く
傾
け
ら
れ
た
か

ら
で
あ
る
。）（『
全
集
』
三
九
二
頁
）

　
と
詠
じ
る
。
藩
兵
の
大
半
は
長
州
征
討
に
動
員
さ
れ
、
残
さ
れ
た
兵
員
は
実
に
「
孤
單
」
た
る
有
り
様
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る）

11
（

。
同
詩
で
は
さ
ら
に
、
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或
遭
賊
徒
來
伺
隙
、
奮
將
孤
單
當
兇
劇
。

　
　
鏖
戰
一
場
功
亦
奇
、
且
待
公
歸
獻
其
馘
。

　
（
も
し
賊
徒
が
こ
の
隙
に
付
け
入
っ
て
き
た
な
ら
ば
、
少
な
い
兵
卒
を
奮
い
立
た
せ
て
こ
の
災
厄
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

ひ
と
し
き
り
皆
殺
し
に
し
て
武
功
を
挙
げ
、
藩
侯
の
ご
帰
還
を
待
っ
て
そ
の
首
級
を
献
じ
る
と
し
よ
う
。）（
同
上
）

　
と
賦
し
、
不
測
の
事
態
が
起
き
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
留
守
を
託
さ
れ
た
方
谷
は
、
い
つ
帰
還
す
る
と
も

知
れ
ぬ
藩
の
主
力
部
隊
を
待
ち
な
が
ら
、
ご
く
限
ら
れ
た
兵
卒
と
弾
薬
と
で
、
東
西
数
里
、
南
北
二
〇
里
近
く
に
も
な
る
藩
境

を
守
る
と
い
う
重
責
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
藩
主
か
ら
は
事
前
に
「
留
守
中
小
勢
の
儀
且
武
器
等
も
不
足
に
付
て
は
軍
法
陣
備

古
格
に
不
拘
時
宜
に
應
可
致
裁
制
事）

1（
（

」
と
、用
兵
に
つ
い
て
方
谷
の
裁
量
で
改
変
し
て
も
よ
い
と
い
う
お
墨
付
き
を
得
て
い
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
高
島
流
の
銃
陣
に
不
足
を
感
じ
て
い
た
方
谷
は
、
藩
境
防
衛
の
た
め
の
新
た
な
戦
術
の
確
立
を
試
み
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。

　
先
述
の
と
お
り
、
高
島
流
は
一
九
世
紀
初
頭
の
西
洋
兵
学
を
反
映
す
る
こ
と
か
ら
、
集
団
戦
法
に
基
づ
く
戦
術
を
採
っ
て
お

り
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
五
月
の
武
州
徳
丸
原
に
お
け
る
演
練
の
見
分
図
「
阿
蘭
陀
直
伝
高
島
流
砲
術
巻）

11
（

」
等
か
ら
も

窺
え
る
よ
う
に
、
多
人
数
で
隊
列
を
組
ん
で
陣
形
を
展
開
、
横
隊
に
て
ゲ
ベ
ー
ル
銃
を
一
斉
射
撃
す
る
な
ど
の
戦
法
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
藩
境
は
こ
う
し
た
大
規
模
な
銃
陣
を
敷
け
る
よ
う
な
平
地
ば
か
り
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
進
鴻
渓
に
よ
る
と
「
封
地

は
山
谷
深
阻
の
間
に
在
り
」（『
全
集
』
二
三
七
四
頁
）
と
あ
り
、
山
や
谷
が
多
い
。
そ
れ
が
天
然
の
要
害
に
も
な
っ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
う
し
た
高
低
差
の
激
し
い
地
形
で
の
戦
闘
に
お
い
て
、
高
島
流
の
銃
陣
に
ど
れ
ほ
ど
有
効
性
が
あ
る
の
か
。
そ
の
点

鴛
鴦
陣
は
、
戚
継
光
の
嗣
子
が
「
江
南
は
則
ち
地
に
沮
澤
多
く
、
行
く
者
肩
を
比な

ら

ぶ
る
を
得
ざ
る
に
、
陣
を
行
ふ
こ
と
西
北
と
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同
じ
け
れ
ば
、
何
を
以
て
戰
は
ん
。
乃
ち
長
短
兵
を
間ま

じ

へ
隊
を
夾
み
て
進
み
、
鴛
鴦
陣
を
創
爲
す
」（「
戚
少
保
年
譜
耆
編
」
巻

一
・
嘉
靖
三
九
年
条）

11
（

）
と
い
う
よ
う
に
、
凹
凸
の
あ
る
沼
沢
地
を
前
提
と
し
て
考
案
さ
れ
た
面
が
あ
る
。
こ
う
し
た
戚
継
光
の

用
兵
体
系
は
、
当
時
の
方
谷
に
と
り
、
研
究
と
実
験
を
試
み
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
方
谷
は
鴛
鴦
陣
を
叩
き
台
に
、
其
二
に
い
う
よ
う
に
、
狼
筅
や
籐
牌
、
長
槍
な
ど
を
ゲ
ベ
ー
ル
銃
に
換
え
る
な
ど

し
、
自
前
で
藩
領
防
衛
の
戦
術
構
築
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
密
集
隊
形
を
作
り
、
一
斉
射
撃
の
応
酬
を
繰
り
返
す
戦
術
で

は
、
限
ら
れ
た
弾
薬
は
す
ぐ
に
尽
き
る
し
、
人
的
損
失
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
兵
員
を
一
二
名
ほ
ど
の
小
隊
に
割
り
、

各
小
隊
が
あ
る
程
度
自
律
性
を
持
っ
て
動
き
、
地
の
利
を
活
か
し
つ
つ
、
柔
軟
に
変
化
し
な
が
ら
敵
方
に
打
撃
を
与
え
、
戦
闘

資
源
の
消
耗
を
最
小
限
に
抑
え
て
藩
主
力
部
隊
の
帰
還
を
待
つ
。
そ
の
よ
う
な
戦
い
方
を
、
少
な
く
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
持
つ
べ
き
だ
、
そ
う
方
谷
は
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
か
か
る
戦
術
を
採
っ
た
場
合
、
戦
場
で
の
一
瞬
一
瞬
の
判
断
は
、
集

団
戦
術
を
採
る
場
合
に
比
し
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
小
隊
長
や
兵
卒
に
委
ね
ら
れ
る
度
合
い
が
高
く
な
る
。
そ
う
し
た
極
限
下
の
意
志

決
定
を
支
え
る
の
が
、
其
一
の
結
句
に
提
起
さ
れ
る
兪
大
猷
の
「
正
氣
」
と
王
陽
明
の
「
良
知
」
に
相
違
な
い
。

　
結
語

　
本
稿
は
主
題
詩
其
一
の
結
句
「
王
良
知
」
の
意
味
文
脈
を
闡
明
し
、
方
谷
に
よ
る
陽
明
学
理
解
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
所
期
し
、
そ
の
達
成
の
た
め
主
題
詩
全
体
を
読
解
し
た）

11
（

が
、
そ
の
過
程
で
、
方
谷
が
農
兵
編
制
に
あ
た
っ
て
、
陽
明
に
加

え
て
戚
継
光
と
兪
大
猷
を
「
師
」
と
し
た
こ
と
、
其
一
結
句
は
、
本
来
は
恐
ら
く
「
兪0

推
正
氣
王
良
知
（
兪
は
正
氣
を
推
し 

王
は
良
知
）」
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と
、
其
二
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
農
兵
調
練
に
は
戚
継
光
の
鴛
鴦
陣
を
ベ
ー
ス
に
、
兵
卒
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全
員
に
基
本
的
に
ゲ
ベ
ー
ル
銃
を
持
た
せ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
に
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
で
、

主
題
詩
に
お
け
る
「
王
良
知
」（
王
陽
明
及
び
陽
明
学
）
の
位
置
づ
け
が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
。
第
一
に
、
主
題
詩
に
お
い
て

陽
明
は
思
想
家
と
し
て
で
は
な
く
、
戚
継
光
や
兪
大
猷
と
並
列
さ
れ
る
よ
う
な
、
明
代
を
代
表
す
る
用
兵
家
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
良
知
が
担
わ
さ
れ
て
い
る
機
能
で
あ
る
。
良
知
は
周
知
の
よ
う
に
、
陽
明
が
「
良
知
の
二
字

は
實
に
千
古
聖
聖
相
傳
の
一
點
の
滴
骨
血
な
り）

11
（

」
と
い
い
、「
此
の
二
字
（
＝
良
知
）
は
眞
に
吾
が
聖
門
の
正
法
眼
藏）

11
（

」
と
い

う
よ
う
に
、
陽
明
学
の
核
心
で
あ
る
が
、
主
題
詩
に
お
い
て
そ
れ
は
兪
大
猷
の
「
正
氣
」
と
並
列
さ
れ
る
も
の
で
、
た
ん
に
善

悪
を
弁
別
す
る
道
徳
的
知
覚
や
、
宇
宙
の
根
本
原
理
と
い
っ
た
抽
象
性
・
内
面
性
に
納
ま
り
返
る
も
の
で
は
な
い
。
其
一
の
転

句
・
結
句
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
場
に
お
け
る
絶
妙
な
陣
形
展
開
（「
妙
用
」）
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
優
れ
て
実
用

的
実
践
的
意
味
を
担
う
。
陽
明
学
の
生
命
と
も
い
え
る
良
知
を
か
か
る
機
能
を
持
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、
陽
明
学
全
体
を

そ
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
と
同
義
と
い
っ
て
よ
い
。

主
題
詩
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
方
谷
の
陽
明
学
観
、
そ
れ
は
端
的
に
い
え
ば
、
実
用
に
資
す
る
も
の
と
し
て
の
陽
明

学
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
に
挙
げ
る
「
読
陽
明
集
」
詩
が
恰
好
の
注
釈
と
な
る
。

　
　
畢
生
事
業
自
眞
儒
、
善
惡
何
須
爭
有
無
。

　
　
四
句
一
傳
成
妙
訣
、
枉
敎
後
學
費
工
夫
。

　

 （
王
陽
明
の
生
涯
の
事
績
を
見
る
に
、
こ
れ
こ
そ
「
眞
儒
」
で
あ
る
と
頷
け
る
。
四
句
教
に
つ
い
て
善
だ
の
悪
だ
の
、
有
だ

の
無
だ
の
と
精
細
に
論
ず
る
の
は
無
用
の
こ
と
〔
理
論
で
は
な
く
、
実
際
の
有
用
性
こ
そ
が
大
事
な
の
だ
か
ら
〕。
四
句
教

は
門
人
世
代
に
な
る
と
道
に
至
る
秘
訣
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
あ
た
ら
後
学
た
ち
に
無
駄
骨
を
折
ら
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。）
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（『
全
集
』
四
一
九
頁
）

　

当
該
詩
は
六
七
歳
の
と
き
に
書
か
れ
、
方
谷
生
涯
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た
陽
明
観
が
凝
縮
吐
露
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
が）

11
（

、

こ
こ
で
陽
明
は
「
眞
儒
」
と
評
さ
れ
る
。
か
か
る
評
価
を
支
え
る
の
は
、
他
な
ら
ぬ
「
畢
生
の
事
業
」、
つ
ま
り
具
体
的
な
実

績
の
存
在
で
あ
っ
て
、
陽
明
後
学
ら
が
口
角
泡
を
飛
ば
し
た
四
句
教
の
善
悪
有
無
の
問
題
な
ど
論
ず
る
に
値
し
な
い
と
い
う
。

「
畢
生
の
事
業
」
と
は
、
陽
明
が
反
乱
の
鎮
圧
な
ど
で
挙
げ
た
戦
功
や
治
績
等
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
方
谷
は
陽
明
を
卓

越
し
た
軍
人
・
経
世
家
と
し
て
捉
え
る
が
、
そ
う
し
た
裏
づ
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
陽
明
は
「
眞
儒
」
と
称
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
陽
明
の
「
眞
儒
」
性
を
保
証
す
る
の
は
、
陽
明
が
説
い
た
哲
理
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
彼
が
確
た
る
実
績
を
持
つ

こ
と
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
な
の
で
あ
っ
て
、
陽
明
学
も
、
数
多
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
功
績
を
挙
げ
た
陽
明
を
支
え
導
い
た
も
の

と
し
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
陽
明
学
は
、
そ
の
実
効
性
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
方
谷
は
晩
年
、
陽
明
学
を

「
氣
學
」「
養
氣
の
學
」
と
も
称
し
た
が）

11
（

、
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
喩
え
て
い
る
。

　
　
氣
學
者
猶
利
刀
也
。
爾
等
善
學
而
用
之
、
則
其
妙
用
塞
于
天
地
之
間
也
。

　

 （「
氣
學
」〔
す
な
わ
ち
陽
明
学
〕
は
鋭
い
刀
の
よ
う
な
も
の
だ
。
お
前
た
ち
が
上
手
く
学
ん
で
こ
れ
を
用
い
れ
ば
、
そ
の
妙

用
は
天
地
い
っ
ぱ
い
に
充
満
す
る
。）（「
集
義
和
書
類
抄
」「
跋
」『
全
集
』
八
一
二
頁
）

　
方
谷
に
と
り
陽
明
学
は
現
実
社
会
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、切
り
込
ん
で
い
く
た
め
の
「
利
刀
」
な
の
で
あ
る
。
以
上
、本
稿
は
「
冬

編
農
兵
作
」
詩
と
い
う
ご
く
限
ら
れ
た
資
料
の
分
析
に
止
ま
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
炙
り
出
さ
れ
た
陽
明
学
認
識
―
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―
外
界
に
効
果
的
に
働
き
か
け
て
い
く
実
効
性
や
実
用
性
を
期
待
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
陽
明
学
像
―
―
は
、
他
の
資
料
と
も

照
応
す
る
も
の
で
あ
り
、方
谷
に
よ
る
陽
明
学
受
容
の
特
質
の
少
な
く
と
も
一
つ
と
し
て
見
定
め
る
こ
と
が
可
能
と
思
惟
す
る
。

　
こ
れ
と
好
対
照
を
な
す
の
が
同
時
代
の
陽
明
学
者
・
池
田
草
庵
（
一
八
一
三
～
一
八
七
八
）
で
あ
る
。
草
庵
は
真
摯
な
自
己

修
養
に
取
り
組
ん
だ
が
、「
修
己
」
と
「
治
人
」
の
う
ち
「
修
己
」
論
に
偏
重
し
、「
治
人
」
論
（
社
会
的
政
治
的
責
任
論
・
政

治
政
策
論
）に
対
す
る
関
心
が
極
端
に
希
薄
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）

11
（

。
こ
う
し
た
姿
勢
か
ら
は「
利
刀
」と
し
て
の
陽
明
学
と
い
っ

た
認
識
は
生
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
方
谷
は
草
庵
と
面
識
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
言
及
す
る
こ
と
は
稀
で
、「
草
菴
は
ま
だ

す
ぢ
が
立
た
ぬ）

11
（

」
と
い
う
批
判
が
そ
の
希
少
な
も
の
で
あ
る
が
、
草
庵
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
九
月
七
日
付
け
吉
村
秋
陽

宛
て
書
簡
に
「
萬
々
一
天
下
何
等
の
變
相
生
し
候
と
も
矢
張
只
默
々
講
究
、
畢
竟
は
此
學
實
に
天
地
の
元
氣
運
祚
之
命
脉
百
折

千
挫
を
經
る
と
も
尚
再
興
之
基
を
相
量
候
心
持
に
て
志
氣
一
定
動
搖
せ
ぬ
樣
に
相
心
得
候）

1（
（

」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
草
庵
に
は

「
治
人
」
に
向
か
う
契
機
が
見
え
ず
、
両
者
に
は
学
問
観
に
お
い
て
根
本
的
な
差
異
が
存
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の

点
の
詳
細
な
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注（
１
）
拙
稿
「
山
田
方
谷
晩
年
の
思
想
の
同
時
代
評
価
」（『
日
本
儒
教
学
会
報
』
第
三
号
、
二
〇
一
九
）
参
照
。

（
２ 

）
宮
原
信し

ん

『
山
田
方
谷
の
詩
―
―
そ
の
全
訳
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
二
、
以
下
『
全
訳
』
と
簡
称
）
の
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る
。

（
３
）「
思
想
詩
」
に
つ
い
て
は
、
松
川
健
二
『
宋
明
の
思
想
詩
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
）
参
照
。

（
４
）
山
田
準
編
『
山
田
方
谷
全
集
』（
聖
文
社
、
一
九
五
一
）、
以
下
『
全
集
』
と
略
称
。

（
５
）
朝
森
要
『
増
訂 

備
中
松
山
藩
の
研
究
』（
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
、
一
九
八
二
）
七
二
頁
。

46



（
６ 

）
筆
者
は
以
前
、
主
題
詩
を
拙
稿
「
山
田
方
谷
の
陽
明
後
学
批
判
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
全
国
漢
文
教
育
学
会
、
第

六
九
号
、
二
〇
一
九
）
に
引
用
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
点
で
は
主
題
詩
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
小
稿
は
そ
の
訂
正
も
企
図
す
る
。

（
７ 
）
農
兵
に
つ
い
て
は
、
大
糸
年
夫
『
幕
末
兵
制
改
革
史
』（
白
揚
社
、
一
九
三
九
）、
大
山
敷
太
郎
『
農
兵
論
』（
東
洋
堂
、

一
九
四
二
）、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ
ー
マ
ン
「
日
本
の
兵
士
と
農
民
」（『
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ
ー
マ
ン
全
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書

店
、
一
九
七
八
）、
野
口
武
彦
『
幕
府
歩
兵
隊
―
―
幕
末
を
駆
け
ぬ
け
た
兵
士
集
団
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
二
）、
樋
口
雄

彦
『
幕
末
の
農
兵
』（
現
代
書
館
、
二
〇
一
七
）、
藤
田
覚
『
日
本
の
開
国
と
多
摩
―
生
糸
・
農
兵
・
武
州
一
揆
―
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
二
〇
）
な
ど
参
照
。
ま
た
、
松
山
藩
の
農
兵
制
に
つ
い
て
は
、
注
（
５
）
前
掲
書
第
二
～
三
章
参
照
。

（
８
）「
山
田
方
谷
先
生
年
譜
」（
以
下
「
年
譜
」）
四
八
歳
条
（『
全
集
』
三
八
～
三
九
頁
）。

（
９
）
石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻
（
一
九
九
五
、
岩
波
書
店
）
四
三
頁
。

（
10
）「
年
譜
」
四
八
歳
条
（『
全
集
』
三
八
頁
）。

（
11 

）
進
鴻
渓
に
つ
い
て
は
、
三
島
中
洲
「
鴻
渓
進
先
生
墓
碣
銘
」（『
鴻
渓
遺
稿
』
上
巻
、
信
原
徳
太
郎
、
一
九
〇
六
）、
菊
地

誠
一
「
進
鴻
溪
の
思
想
と
詩
風
―
―
『
鴻
溪
遺
稿
』
の
詩
文
を
中
心
と
し
て
―
―
」（『
陽
明
学
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
五
）

参
照
。

（
12
）
朝
森
要
『
藩
政
改
革
者 

山
田
方
谷
』（
吉
備
人
出
版
、
二
〇
一
九
）
九
八
頁
参
照
。

（
13 

）
方
谷
の
元
治
元
年
九
月
付
け
板
倉
勝
静
宛
て
上
申
書
に
「
農
兵
近
々
出
來
に
付
、
農
兵
頭
被
仰
付
候
樣
役
々
中
へ
申
立
有

之
候
處
、
庄
屋
共
も
奉
行
役
支
配
い
た
し
候
へ
ば
、
外
農
兵
に
至
而
は
、
多
數
に
成
手
及
申
間
敷
候
、
右
に
付
極
内
相
考
候

處
、
隼
雄
（
大
石
）
其
外
兩
人
之
者
、
追
々
御
再
用
之
尊
慮
も
御
内
意
奉
伺
候
處
、
此
時
節
と
成
壹
人
に
て
も
役
立
候
者
は

御
用
可
被
成
處
…
…
右
愚
案
御
採
用
も
被
下
候
は
、
早
々
被
仰
出
候
樣
奉
願
上
候
」（『
全
集
』
一
五
一
九
頁
）
と
あ
る
の
に
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よ
る
と
、
農
兵
の
組
織
化
は
、
風
雲
急
を
告
げ
る
社
会
情
勢
を
背
景
に
、
同
年
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
14 

）
注
（
５
）
前
掲
書
第
三
章
、『
岡
山
県
史 

第
九
巻 

近
世
Ⅳ
』（
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
九
）
四
九
三
～
四
九
六

頁
、
太
田
健
一
『
山
田
方
谷
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』（
吉
備
人
出
版
、
二
〇
〇
二
）
三
四
～
三
七
頁
参
照
。

（
15 
）「
年
譜
」
六
〇
歳
条
（『
全
集
』
八
八
頁
）、『
増
補
版 

高
梁
市
史
』
上
巻
（
高
梁
市
史
（
増
補
版
）
編
纂
委
員
会
、

二
〇
〇
四
）
四
一
〇
頁
。

（
16 

）
板
倉
勝
静
一
〇
月
二
八
日
付
け
方
谷
宛
て
文
書
「
出
陣
御
留
守
中
君
公
よ
り
方
谷
先
生
へ
軍
事
委
任
の
心
得
書
」
に
「
出

陣
留
守
中
軍
事
一
切
其
方
へ
令
委
任
畢
」（『
魚
水
実
録
』
上
巻
、
旧
高
梁
藩
親
睦
会
、
一
九
一
一
、三
九
七
頁
）
と
あ
る
。

（
17 

）『
全
訳
』
の
孕
む
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
山
田
方
谷
「
係
雪
故
事
」
詩
再
考
」（『
高
梁
方
谷
会
報
』
第
四
四
号
、

二
〇
二
二
）
に
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
18
）
中
山
八
郎
「
王
陽
明
と
明
代
の
政
治
軍
事
」（『
陽
明
学
大
系
』
第
一
巻
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
一
、
所
収
）
参
照
。

（
19 

）『
揚
州
画
舫
録
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
）
二
七
七
頁
、『
中
国
歴
代
人
名
大
辞
典
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
）

三
一
四
頁
な
ど
参
照
。

（
20 

）
戚
継
光
『
止
止
堂
集
』「
祭
大
司
譚
公
」
に
「
於
是
共
事
、
山
海
盗
靡
不
殲
。
計
全
勝
八
十
餘
勝
」（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
一
、二
二
二
頁
）
と
あ
る
。

（
21 

）
兵
卒
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
の
住
民
た
ち
は
ず
る
賢
く
官
府
を
侮
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
し
て
選
考
か
ら

は
ず
さ
れ
た
。
戚
継
光
『
紀
効
新
書
（
十
八
巻
本
）』
巻
一
「
束
伍
篇
」
に
「
第
一
切
忌
不
可
用
城
市
游
滑
之
人
、
但
看

面
目
光
白
、
形
動
伶
便
者
、
是
也
。
奸
巧
之
人
神
色
不
定
、
見
官
府
藐
然
無
忌
者
、
是
也
。
第
一
可
用
只
是
鄕
野
老
實
之

人
。
所
謂
鄕
野
老
實
之
人
者
、
黑
大
粗
壯
、
能
耐
辛
苦
手
、
面
皮
肉
堅
、
實
有
土
作
之
色
、
此
爲
第
一
」（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
一
、四
一
頁
）
と
あ
る
。
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（
22 

）
戚
継
光
の
修
養
論
や
心
学
思
想
に
つ
い
て
は
、
陽
明
学
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
朱
美
娣
「
論
戚
継
光
与
陽
明

心
学
的
淵
源
」（『
寧
波
大
学
学
報
：
人
文
科
学
版
』
寧
波
大
学
、
二
〇
一
九
年
第
六
期
）
参
照
。

（
23 

）
兵
学
の
具
体
的
な
知
識
・
技
術
が
書
物
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
中
国
史
上
異
例
で
あ
っ
た
。
石
原
道
博
「
壬
辰
丁
酉

倭
乱
と
戚
継
光
の
新
法
」（『
朝
鮮
学
報
』
朝
鮮
学
会
、
第
三
七
・
三
八
輯
、
一
九
六
六
）、
宇
田
川
武
久
『
東
ア
ジ
ア
兵
器

交
流
史
の
研
究
―
十
五
～
十
七
世
紀
に
お
け
る
兵
器
の
受
容
と
伝
播
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
）
三
五
四
～
三
七
四

頁
・
四
三
九
～
四
四
七
頁
は
、
朝
鮮
王
朝
に
お
い
て
も
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
攻
に
際
し
て
『
紀
効
新
書
』
が
徹
底
し
て
学
ば

れ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
孫
衛
国
「《
紀
効
新
書
》
与
朝
鮮
王
朝
軍
制
改
革
」（『
南
開
学
報
：
哲
学
社
会
科
学
版
』
南
開
大
学

学
報
編
輯
部
、
二
〇
一
八
年
第
四
期
）
も
視
角
を
同
じ
く
す
る
。

（
24 

）
江
戸
期
に
お
け
る
戚
継
光
の
受
容
に
つ
い
て
は
前
田
勉
「
中
国
明
代
の
兵
家
思
想
と
近
世
日
本
」（『
兵
学
と
朱
子
学
・
蘭

学
・
国
学
―
―
近
世
日
本
思
想
史
の
構
図
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
、
所
収
）
参
照
。

（
25 

）
横
山
定
「
高
梁
市
所
蔵
「
備
中
松
山
藩
校
有
終
館
蔵
書
」
に
つ
い
て
」（『
山
田
方
谷
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
方
谷
研
究
会
、
vol.

５
、
吉
備
人
出
版
、
二
〇
一
七
）
参
照
。

（
26
）『
高
梁
市
図
書
館
所
蔵
古
書
分
類
目
録
』（
山
田
方
谷
生
誕
二
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
四
）
二
二
頁
。

（
27 

）『
方
谷
山
田
先
生
遺
墨
集
』（
芳
賀
直
次
郎
、
皇
国
宣
揚
協
会
、
一
九
二
八
）、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
高
梁 

近
澤
芳
簡
氏

藏
」
と
あ
る
。

（
28 

）「
兪
龍
戚
虎
」
は
福
建
省
漳
州
の
謡
言
で
、
正
し
く
は
「
兪
龍
戚
虎
、
殺
賊
如
土
」。
杜
文
瀾
編
『
古
謡
諺
』（
中
華
書

局
、
一
九
五
八
）
四
九
四
頁
。

（
29 

）
兪
大
猷
の
用
兵
思
想
の
特
徴
の
一
つ
が
習
練
の
極
端
な
重
視
で
あ
る
。
兪
大
猷
「
再
上
聯
峰
翟
公
書
」（『
正
気
堂
全
集
』

巻
一
）
に
「
兵
不
毎
人
求
精
、
雖
多
亦
奚
以
爲
。
…
…
人
有
眞
實
技
能
、
則
三
軍
之
氣
皆
壯
、
一
聞
賊
至
、
各
欲
自
逞
、
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一
二
年
後
、
勇
敢
成
方
矣
」
と
あ
る
。

（
30 

）
胡
縄
武
「
兪
大
猷
所
処
的
社
会
環
境
及
其
歴
史
功
績
」（『
兪
大
猷
研
究
』《
兪
大
猷
研
究
》
編
委
会
、
厦
門
大
学
出
版

社
、
一
九
九
八
、
所
収
）
参
照
。

（
31
）
陳
桂
炳
「
兪
大
猷
与
閩
学
」（
注
（
30
）
前
掲
書
所
収
）
参
照
。

（
32
）『
正
気
堂
集
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
七
頁
。

（
33 

）「
國
を
安
ら
げ
軍
を
全
う
す
る
の
道
」
は
、『
孫
子
』
火
攻
篇
に
「
非
利
不
動
、
非
得
不
用
、
非
危
不
戰
。
主
不
可
以
怒
而

興
師
、
將
不
可
以
慍
而
致
戰
。
…
…
故
明
君
愼
之
、
良
將
警
之
。
此
安
國
全
軍
之
道

0

0

0

0

0

0

也
」
と
あ
る
の
を
踏
む
。

（
34
）
注
（
32
）
前
掲
書
六
六
～
六
七
頁
。

（
35 

）
兪
大
猷
の
「
正
氣
」
論
は
、
朱
熹
の
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
第
二
章
（
い
わ
ゆ
る
「
浩
然
之
氣
」
章
）
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー

を
下
敷
き
に
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
朱
熹
の
解
釈
に
つ
い
て
は
垣
内
景
子
「
経
学
と
し
て
の
朱
子
学
―
―
『
孟
子
』「
浩
然

之
気
」
章
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
第
三
八
号
、
二
〇
二
一
）
参
照
。

（
36
）
今
中
寬
司
等
編
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
六
巻
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三
）
六
四
五
頁
。

（
37 

）
他
に
も
頼
山
陽
『
山
陽
先
生
書
後
』
巻
中
「
書
紀
効
新
書
練
兵
日〔
マ
マ
〕記
書
後
」
に
「
而
戚
兪

0

0

輩
、
自
誇
驅
除
之
功
、
可
笑
」

と
あ
る
。

（
38 

）『
全
集
』
に
誤
字
や
脱
字
が
ま
ま
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
全
訳
』
二
四
頁
「
凡
例
」
や
奥
野
新
太
郎
「
山
田
方
谷

の
詩
論
―
方
谷
漢
詩
研
究
初
探
―
」（『
岡
山
理
科
大
学
紀
要
』
Ｂ
・
第
五
三
号
、
二
〇
一
八
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
39 

）
兪
大
猷
・
戚
継
光
・
王
陽
明
の
三
者
を
、
明
代
を
代
表
す
る
用
兵
家
と
し
て
並
挙
す
る
例
と
し
て
、
江
戸
後
期
の
兵
学

者
・
平
山
行
蔵
の
『
実
用
館
読
例
』（
長
澤
規
矩
也
編
『
江
戸
時
代 

支
那
学
入
門
書
解
題
集
成
』
第
二
集
、
汲
古
書
院
、

一
九
七
五
、
所
収
）
に
「
予
窃
ニ
此
兪
戚
王
氏
ノ
三
家
ヲ
呼
テ
、
明
朝
兵
家
ノ
三
大
家
ト
ス
、
此
餘
ノ
諸
家
ハ
皆
此
數
家
ヲ
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取
テ
出
入
セ
シ
モ
ノ
甚
タ
多
シ
、
悉
ク
其
範
圍
ノ
中
ニ
ア
リ
」
と
あ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
方
谷
と
の
影
響
関
係
は
分
明
で

は
な
い
。

（
40 

）
永
冨
青
地
『
王
守
仁
著
作
の
文
献
学
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
）
三
六
五
～
四
一
三
頁
が
明
ら
か
に
す
る
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
王
陽
明
に
は
そ
の
名
を
冠
す
る
三
種
の
兵
学
関
連
著
作
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
特
に
民
兵
の
編
制
や
調

練
の
次
第
等
に
つ
い
て
詳
説
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

（
41 

）「
戚
少
保
年
譜
耆
編
」
巻
一
・
嘉
靖
三
九
年
条
（
劉
聿
鑫
・
凌
麗
華
主
編
『
戚
継
光
年
譜
』
山
東
大
学
出
版
社
、

一
九
九
九
、二
六
頁
）。

（
42 

）
鴛
鴦
陣
の
概
要
に
つ
い
て
は
戚
継
光
『
紀
効
新
書
』（
十
八
巻
本
）
巻
二
、「
戚
少
保
年
譜
耆
編
」
巻
一
・
嘉
靖
三
九
年
条

（
注
（
41
）
前
掲
書
二
六
頁
）、
各
武
器
に
つ
い
て
は
戚
継
光
『
練
兵
実
紀
』「
雑
集
」
巻
五
参
照
。

（
43 

）
原
文
「
進
的
老
了
」。
難
解
で
あ
る
が
、
注
（
21
）
前
掲
書
六
四
頁
に
「
槍
矛
攢
刺
到
底
時
，
侵
徹
力
減
至
最
小
，
稱
爲

〝
進
老
〟」
と
注
釈
さ
れ
る
の
を
参
考
に
し
た
。

（
44
）『
戚
少
保
奏
議
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
）
張
徳
信
「
前
言
」
三
六
～
三
七
頁
。

（
45 

）
ゲ
ベ
ー
ル
銃
、
並
び
に
後
出
ミ
ニ
エ
ー
銃
に
つ
い
て
は
、
所
荘
吉
『
図
解
古
銃
事
典
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
六
〔
新
版
〕）

一
〇
五
～
一
〇
七
頁
、
一
一
四
～
一
一
七
頁
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
46 

）
山
田
知
足
斎
に
つ
い
て
は
菊
地
誠
一
「
山
田
知
足
斎
の
詩
風
に
つ
い
て
―
『
知
足
斎
詩
鈔
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
二
松

學
舍
と
日
本
近
代
の
漢
学
』
近
世
近
代
漢
文
班
・
三
島
中
洲
研
究
会
編
、
二
〇
〇
九
）
参
照
。

（
47 

）
保
谷
徹
等
『
日
本
軍
事
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
）
二
三
三
頁
、
小
西
雅
徳
「
高
島
平
蘭
学
事
始
」（『
高
島
平
蘭

学
事
始
』
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、
二
〇
一
二
）。

（
48 

）
笹
部
昌
利
「
幕
末
維
新
期
の
「
農
兵
」
と
軍
事
動
員
―
鳥
取
藩
領
の
事
例
を
素
材
に
―
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
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究
所
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
六
）
参
照
。

（
49
）
戦
闘
の
詳
細
は
「
戚
少
保
年
譜
耆
編
」
巻
二
・
嘉
靖
四
〇
年
条
（
注
（
41
）
前
掲
書
四
五
～
五
二
頁
）
参
照
。

（
50 

）『
哲
西
史
』（
哲
西
史
編
集
委
員
会
、
一
九
六
三
）
一
三
〇
頁
に
「
○
長
州
征
伐
に
従
軍
し
た
話
」
と
し
て
農
民
ら
が
第
一

次
長
州
征
伐
に
従
っ
た
と
思
わ
れ
る
体
験
談
が
掲
載
さ
れ
、
ま
た
『
大
和
村
誌
』（
大
和
公
民
館
、
一
九
七
五
）
三
四
五
頁

に
「
岨
谷
庄
屋
堀
庸
一
郎
が
地
元
の
農
兵
一
小
隊
を
率
い
て
従
軍
し
た
」
と
あ
り
、
こ
の
時
、
農
兵
の
一
部
も
動
員
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。

（
51
）
注
（
16
）
前
掲
書
三
九
七
頁
。

（
52 

）『
高
島
平
の
歴
史
と
高
島
秋
帆
』（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、
二
〇
二
〇
）
六
二
頁
。
徳
丸
原
に
お
け
る
高
島
流
の
演
練
に

つ
い
て
は
梶
輝
行
「
高
島
秋
帆
と
高
島
流
砲
術
の
時
代
―
天
保
12
年
徳
丸
原
演
練
の
歴
史
的
意
義
―
」（
同
上
書
所
収
）
な

ど
参
照
。

（
53
）
注
（
41
）
前
掲
書
二
六
頁
。

（
54 

）
主
題
詩
を
一
つ
の
文
学
作
品
と
し
て
み
た
と
き
、
他
に
も
論
究
す
べ
き
ト
ピ
ッ
ク
が
若
干
あ
る
が
、
論
点
が
散
漫
に
な
る

た
め
取
り
上
げ
な
い
。

（
55 

）『
王
文
成
公
全
書
』
巻
三
三
「
年
譜
二
」
五
〇
歳
条
（『
王
陽
明
全
集
（
新
編
本
）』
第
四
冊
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、

一
二
八
七
頁
）。

（
56
）『
王
文
成
公
全
書
』
巻
五
「
與
鄒
謙
之
」（
二
）（
注
（
55
）
前
掲
書
第
一
冊
一
九
二
頁
）。

（
57
）
松
川
健
二
『
山
田
方
谷
か
ら
三
島
中
洲
へ
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
五
五
頁
。

（
58 

）
拙
稿
「
山
田
方
谷
に
お
け
る
「
養
氣
の
學
」
に
つ
い
て
」（『
三
島
中
洲
研
究
』
№
２
、二
〇
〇
七
）、
同
「
山
田
方
谷
晩
年

期
の
「
養
気
の
学
」
と
陽
明
学
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
八
輯
・
第
１
分
冊
、
二
〇
一
一
）
参
照
。
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（
59 

）
吉
田
公
平
『
日
本
近
世
の
心
学
思
想
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
）
二
四
二
頁
。
ま
た
、
小
谷
惠
造
「
池
田
草
庵
側
面
観
」

（『
陽
明
学
』
第
一
一
号
、
一
九
九
九
）
は
、
草
庵
に
は
具
体
的
な
時
務
策
は
な
く
、
草
庵
が
時
勢
に
言
及
し
た
唯
一
の
文
章

が
「
時
務
六
策
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
原
則
論
を
並
べ
る
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
す
る
。

（
60 
）
三
島
復ま

た

『
哲
人 

山
田
方
谷 

附
陽
明
學
講
話
』（
文
華
堂
書
店
、
一
九
一
〇
）
一
三
九
頁
所
引
の
方
谷
語
、『
全
集
』
に
は

未
収
録
。

（
61
）『
幕
末
維
新
陽
明
学
者
書
簡
集 

陽
明
学
大
系
』 

第
一
一
巻
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
一
）
一
六
八
頁
。

図
版
出
典

図
１　
『
紀
効
新
書
』
巻
二
（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
臺
灣
商
務
印
書
館
、
第
七
二
八
冊
・
子
部
第
三
四
、七
二
八
頁
）。
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